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日 本 相 互 貯 蓄 銀 行 灘 支 庇

Ｘ 事 長 ｬｾ 辺 瀬 111弐 ス チ ー ル サ ッ シ 、 ス チ ー ル ド ア ー 納 入

製 品 種 目

瀬 川 式 特 許 ス チ ー ル サ ヴ シ

瀬 川 式 特 許 ス チ ー ル ド 7 一

朝 日 式 特 許 ス チ ー ル シ ヤ タ 一

瀬 川 式 ス チ ー ル パ 一 手 シ ヨ ン

瀬 川 式 特 殊 高 級 銅 製 建 具

並 ブ ロ ン ズ f 7ー及メールシユート

其 他 一 般 的 建 築 金 物 類

朝日建材株式合祉大阪支底

大阪市東匝高麗橋二丁目 71番 地f 高麗橋野村ピノレ内〉

電 話 本 局 (23)国 4714 ・4715 ・5226 ( 4)  

本 軍上 東京市麹町直丸ノ内二丁目二番地( 丸ノ内ピノレ内)

電 話 丸 ノ 内 (23) 679 ・876

工 場 東 京 市 域 東 直 北 砂 町 三 丁 目 一二番地

電 話 本 所 ( 73) 5979 ・1821

大阪支庖出張所 稲岡市東長洲八丁目六三番地

電 話 福 岡 7 2  9  0 番

( 名古屋市中直南大津町一丁目九ノ二( 共済ピノレ内)

1  電 話 中 2776 ・2777

出張所 1札 幌 市 南 一 候 西 八 丁 目 竜 話 4 7  7  6 番

l奉 天 市 千 代 田 遁 二 五 番 地

特 約 庇 大 連 市 山 牒 遁 二 一 三 三 結 公 司
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日英米特許三一個・ 賞 用新案整録六三個併用

ス野氏防火捲よイケ戸

〔特 許 大 野 式 シ ャ ッ タ ー〕

主 要 製 品

大 野 式 シ ヤ ヴ タ ー

大 野 式 J L . ーブ JL . シヤ‘ ソター

大 野 式 融 金 付 自 働 閉 鎖 戸

大 野 式 工 場 用 軸 承

大 野 式 聴 子 入 紬 箆 ・ 戸 車

大 野 式 廻 縛 紬 抵 抗 測 定 機

各 種 防 火 扉 ・鋼 製 建 具 類

磨、 用 特 殊 機 械 類 設 計 製 作

日英米側調特許三 七個・賞用新案受録八四個併 用

特 許 木 こ ガ.'yシ

合 資

曾 枇

東京市大森直新井宿七丁目

株 式曾枇 不二 サツジ製作所提携

大 野 製 作 所

三七三七

東京市芝直三 田四園町二番地・電話三田 ( 45) 圏三七三八

三七八七

取 付 出 政 員詰 j升 ・大 阪rli 此 花区上繭品中二 ・電話 福島(45)五八八

lIIi l  
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都市防空建築トーキー脚本宮選毅表

日本建築協曾主催、週間朝日後援の下に懸賞募集せる 都市防空建築に閲 す る

「トーキー」脚本の膳嘉数八拾六通に 劃 レ出重審議審査しに る結果下記の通り

決 定 す

昭 和 10 年 9 月 審 査 員 1也 田 1::[・

同 すミ 道 "51、 止世

同 岡 安

同 衣 笠 貞 之 助

〈五十 苦悩〉

噌E SヨH  
選 者

第 等 " 建 設 せ よ"

作 者 野 原 善 一 郎 大阪市西成区 今池I l lf 19  

第 2 等 “ 不燃 焼 都 市 "

作 者 住 江 英 横笛市神奈川医平沼町

同潤舎アパー トb己競

第 3 等 第 l 席 “ 鍛 筋 雄 讃"

イ乍 者 ; 馬 井 英 地 大阪市旭区U1fa 野! l rr 4 7 7  

第 3 等 第 2 席 “ 建 築 の 私"

作 者 沼 田 資 治
仙 蛋 市 北 日 間J 6  0  

審 杏 概 言平

全悼的に物語 りが比較的軍純で防空都市主主築に 闘す る設明が無理でなしに挿入されて

居るので映番化が容易に して且つ一般向 と云ふ 目的に 添ふも の と思 ふ。

倫!怒募者全開がらH長の精前rt を? 可成よ 〈理解しいづれも 力作を? 熔募せられTここ とは審任

の任に嘗つに者の愉快 とする とこ ろであ る。

りれど も営選作品の内 l 等 を除いにも の以外は! 話回が不燃焼者11市叉は鎖筋 l迎讃等の如

¥ r カデ ミツ クなも の を付りTこ震か内容 も何蕗 とな 〈とらはれて動 きの .11れな 〈な って

仕 ｾｾつ Ｗ こ と 云ふ感なきにしもあ ら す Ｇ と 云ひ 得 る 。今首選作 品に就て の 短許金試みれば次

の虫nし、艮Pち

川感設せ よ" これは物誌 も寧純で際募仰本 中11央郵化容易であると云ふので審査員の意

見が凡て一致しに講で ある。

防空都市建設の必要と空襲の恐ろしさ の説明金感校に持って行つに黙は賢明なやり方

と云ひ得るも最後の泊防自動車による 宜停の ところも前の易保校のところに持って来れば

相営の質感を出す のに効果があら う。只難VM:' 禦ぐ れば放つ fこ轡 愛の始末が付いて居ら

す此の鮪充分なるカ11筆を行へば一般向 の良い作品とな る。

“ 不燃焼都市" 全開が長過ぎて漁定の長 さにおさまらない様に思へる 。



防宰並tl l市の災害の恐るべきこ E を模型 を使って説明せんとして居る黙思ひ付きで面

白いと監II も躍に脱型 に終始して仕舞つに のは迫力にとぽし。取り扱つに人物なる兄妹を

小さ い建築研究所の所員にし?こ方が ス トリー としては商白し且つ此の兄妹以、外に 一 、

二人人物の挿入が望まし い様思ふ。

"鍛筋碑讃円前物風の物語 と云ふ主旨には添はさ' るも他の入選せる作品の欠黙を補ふ

デ{ グ を多分に持って居る 黙で長後に践つTこのであ る。

エピ ソー lごとして・註て新聞紙を賑 は し仁成功美談を 周ひ? こところなどは拘に商白し、o

h 建築の秋 H 胞1募原稿に誤字及嘗字が多 〈牛1J 読の矯めに最も審査員を悩ましTこもの〉

一つであるが . 物語 りが鐙化 に富んで居 り相蛍面白い。此の駄じ兎に角最後まで残つに

のである 。

即 ち理想、と 希望を し、? ごいに青年主人公と 嘗時代の先輩と の意見の衝 突等があり 、それ

による 多 〈の鹿泊 や物質的苦 しみに耐へて理想への歩みを着 k 進 めて行〈 主 人公の姿に

相 官興 味 をそ〉るも の があるｾ 1ごが原 稿の字が示す如〈も う一息と云ふところで 力不足

の感をい? ごか しめ る作品であ る。

審 査 経 過 報 告

都市武装に闘する映詰の脚本を募集しましに結果公募殻表の日より締切の日まで約 1

ク月未満の短期日であっTこにも拘らす・郎通も の舷募脚本を得 、且つ大字は相首力作が

多〈 募集の目的に添ふて居つにのも審査する者の喜こびであっ? こ 。が撚し審査 員は我が

建築協舎が都市武装に助! して持つ使命 の重大性に鑑み勢ひ厳選を断行せざるを得なかっ

Tこ事はり TごしJ I:-.むを得ないであらう 。

今日産募脚 本を舷募者が選んに題目より分類す れば下の如し。

L  都 市を主とせるもの 27  2， 個々 の建築を主とせるも の 8  

3， 防空及室製を 主 主せるも の 5  4.  単に建設を主 とせるも の 5  

5. 国家叉は郷土を主とせるもの 6  6. 一般の戯曲的題目を附し? こるもの 24

7. 題 目を落しにも の 11 

ヨたに警かれ7二内容より分類する主 主欠の如き 結果となる。

L  興味本位 とし蛾愛を取絞っ7こもの 48 2.  皐に教育的宜体映畜的のもの
11 

3.  防空に 闘する科星野映潜とし て書 き下しに もの
6  

4. 撮影用葺本として害事下しにもの 5 5. 募集の目的をはづして居るもの 10 

6. 読むに耐へない程度のもの 日

最後に日産募者の地方別 をすれば下の如し

大 阪 府 19  I 島根県草 3  I 泌 測 図 2  I 各豚! 遁宛次の刻1 し

東 京 府 13  I 稲 井 l係 3  I 北 海 道 2  I  三 室 、山 梨 、高知、鳥 取 、

兵 庫 際 10 1 奈 良 肱 2  1  1  岡 山 、 香 川、 徳島 . 山 口、

I  Ｚ ｾｾ＠ ｾＭ Ｚｾ ｆ ｾＧ＠ '"' 1  I  紳 奈 川、 宮山 、愛知 、岐 阜 、

京 都 府 7  I 埼玉県果、 2  I  

I  -_:: '  .-:" ＺＧｾ＠ :  I  長 崎 、静 岡 宮 城、関東路、

炭 ぬ 際 4  1 平日鉄山際 2  1  1  r:t 悲民 凶

前l言Eの結果よ b見る に全日本のみならす・遠〈満洲園及中華民国等にも相嘗の反響があっ

1: こと を示して居る。

審査の方法 に就 ては第 q 象濯及第 21象濯を行ひその結果最後に残った物の等級を定め

?こ のである 。

R撃募線、数 86 遇の内第 1 遺伝通過せるもの 15 逝であっ 1: 。こ れは主主 して建築的専

門の立場から審査して行つTこので残 された 15 通に劃する 第 2 議選は映蓄の専門的立場

より首選の 4 通を決定 し之れを慎重審査の結果前記の如き 等級を決定しにのである 。



朝鮮総督府始政二十五周年記念

博物館建築設計園案懸賞募集

1. 朝鮮組、野府は本規程に依り始政 25 周

年記念1等物館の建築設計圃案を募集す 0

2. 癒募闘案は審査の上首選者に到し( 共

間際募の場合は共の代表者ーに下の等級別

により賞金を贈呈す)

1 等 賞 金 5. 000闘 1 名

2 等 賞 金 3. 000闘 1 名

8 等 賞 金1 . 500闘宛 2 名

佳 作 金 200凶 宛 若干名

3. 底堅募国案は下の期限迄に到達する様朝

鮮線、管府舎計課宛提出すぺし。

昭和 10 年 12 月 10 円正午

1. 舷募設計闘案は左の闘面及書類を具備

するを要す。

1. 配置出 縮 尺 6 百分の l

1. 各階卒面圃 同 2 百 分の 1

1. 立 商 国 各 2 面 以 上 同 百分の 1

1 . 断面国 同百分の l

1. 主 要 部 詳 細 闘 同 20 分の l

1. 透 l視園

1. 説明書

「ワッ トマ ンJ 全紙大

1. 舷募したる設計闘は下記の審査員之を

審査す

( イロハ順)

審 査 委 員 長 政 務 総 監 今 井 岡 清 徳

審 有 委 員 伊 東 忠 太

同 i及;溢盟日子

同 加藤敬三郎

同 武 田 五 一

同 内田 両字三

同 山田 三 良

同
有 賀 光 豊

同 佐 野 利 器

幹 事
蹟 昌 :竪

同
児 島 高 信

同 笹 鹿 ー

1. 審斎は昭和 10 年 12 月 20 迄に終了す

るものとし其の結果は朝鮮総' 野府官報を

以て稜表し且つ営選者には之を通知す。

1. 本規程には下の園面及書類を添附す。

1. 建築敷地並に略配置圃 1  葉

2. 建築敷地附近鳥蹴窮箕 1  業

3. 参考卒面PI告設計案 3  葉

4. 設計心得

1. 詳細の規定は昭和 10 年 9 月 6 日よ

り10 日迄の朝鮮綿密府官報に掲載しあり

1. 詳細問合は昭和 10 年 11 月 10 迄に

朝 鮮 綿，tf 府曾計課宛照合せられにし 。

朝 鮮 総 督 府
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建 築 を: 枇 曾

第 1 8 輯 第 1o ! 露 昭 和 1 0 年 10 月 賛 行

茶 室 建 築

目 実

茶室建築 と茶人・・ - 木 津 宗 一 ( 27 )  

織部好茶室の一考察・・ ・・. . .. . .  .. .. . . ・ ・ 北 尾 春 道 ( 35 )  

桃山時代の茶室遺機・. - 津 島 英 太 郎 ( 49 )  

松 向 軒 と 蓑 庵 ・ ・ " ，.. .. .. . . ・・・・・・・・藤原義一( 59 )  

近代数寄屋位宅と明良) j 性・ ・

道ｾ作三盛大目数寄屋指圃解説

- 吉 田 五 十 八 ( 64 )  

- 佐 古 俊 三 ( 71 )  

茶室建築潟県 ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・ ・・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・( 1  )  

園際新建築・・ .. .. .. . .  .. .. .. .. .. . .  . . ・・・・・・ ・・( 75 )  

建築法規に闘する質疑目撃答欄・・
.  (  74  )  

合 報・・. . .. - ・( 89 )  



茶 席

舞蓋君主りの茶席で急に間に合せる

篤 2 ヶ月で仕上げたものである

兵 庫 膝 芦 屋 某 氏 邸 茶 席 木 津 宗 一 作

I  X  



兵 庫 賑 芦 屋 某 氏 邸 茶 席 木 津 宗 一 作

X 2  

舞蔓の側面

石燈縫はすべて朝鮮

より取りょせたもの

路地及腰掛待合



路地及腰憐待合

茶席六帖

床は桐床、柱赤松

皮っき落掛杉、床

4匡黒柿

F 兵 庫 厩 芦 屋 纂 民 邸 茶三席 木 j宰 宗 一 作

3
X  



茶席平面園

寄付ニ帖の地袋廻 り

..， 

:'‘  

兵 庫 厩 芦 屋 某 民 邸 茶 席 木 簿 宗 一 作

X 4  

床の右側より入側

を見る

客大勢の海合は障子

を外し ＱＳｾ の室とし

て茶をす‘ める



鴻 池 坂 屋 橋 別 邸 茶 席 ( 大阪市南直瓦屋町三番了〉

5  x  



鴻 池 板 屋 橋 別 邸 茶 席 ( 大阪市南直瓦屋町三番丁)

X -6  



御 茶 席 内 部 桐 釣 棚 の 園

鴻 池 板 屋 橋 別 邸 茶 席 ( 大 阪 市 南 匡 瓦 屋 町 三 番 丁)

7
X  



東側庭より御茶席外観走望む

小 屋 の 部 分 外 観

鴻 池 板 屋 橋 別 邸 茶 席 ( 大阪市南直瓦屋町三番丁)
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5 ・飛 雲 間 金 影
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6 . 飛 雲 閣 茶 室 近 影
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9 ・臨春閣第一屋第二屋全影
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1  1 ・臨春閣第一屋華子の間

1 3 ・三寅院表書院泉

殿より枕流亭を望む

1 2  三賓院庭園 ( 飛 鳥園寓虞)
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1 4 ・枕涜 亭 金 影

1 5 ・枕 流 亭 内 部
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-
-

a' c

 

電

1 7 ・ j甚 浩 庵 内 部

Ｇ Ｂ Ｎ ｾー、 ｖ ＮＮ . ' ( ，. ー.

漆 島 英 太 郎 氏 け桃 山 時 代 の 茶 室 温 構" 本誌説明参照

15 x  



1 9 ・東 陽 坊 茶 室 内 部

1 8  東 陽 坊 茶 室 金 影
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2 0 ・高 蔓 寺 傘 亭

2 2 ・ 春 草 塵 外 観

2 1 ・高葺寺時雨亭金影

〈昨 秋 風 害 前〕

選 島 英 太 郎 氏 “桃 山 時 代 の 茶 室 温 構日 本誌説明参照



2 3 ・ 春 草 壇 室 内 部

漆 島 英 太 郎 氏 “桃 山 時 代 の 茶 室 温 構け
本誌説明参照
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2 7 ・ 西 芳 寺

湖 南 亭 平 面 圃

2 8 ・ 西 芳 寺

湘南亭正立面園
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2 9 ・ 西 芳 寺 湘 南 ;事 近 影
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3 0 ・西芳寺湖南亭

3 1  西芳寺湘南主主

松 庵&茶 r室 内 部
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3 2・願 泉 寺 蔽 茶 室 内 部

3 3 原買泉寺茶室泰慶堂内部

津 島 英 太 郎 氏 h 桃 山 時 代 の 茶 室 温 構" 本誌説明参照
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3 4 ・如 庵 外 観

3 5 ・知 庵 内 部

津 島 英 太 郎 氏 “桃 山 時 代 の 茶 室 温 構" 本誌説明拳照
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御 茶 室 内 部

八窓の南方より翻たる外観

一心寺茶席 慶長 1 8年小堀遁yllll 作にして大阪城中より現在の

ー心寺へ移建のもの ( 大阪市天王寺区逢坂町一心寺〉
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茶 室建 築
IJ? 

L  茶人

水 津

出

一

小

茶室と茶人と題し 、奔才l腕文を顧み子 、叉建築の技能に乏しきも 、茶人としてのたてば

より些か茶室の ことを 書き 現さんとす。 茶室と云ふ名揺は 、 4801後年前包括 111]"時代中期の頃

よりな らん 。

茶を? 我が園に用ひ始めたるは . 確かなら 5 れども 、凡一千除年前弘仁頃よりならん。下

て鎌倉時代末期に王りて 、武 士の聞 に行れたるも、只 ｴｾＧ 遊然 の興となし 、 又は豪華ーを示す

の、針 !! H物に用ひられ? こ りき。そは太平記、叉は築制庭訓佐来 、喫茶往来に より会n1 ) 得ベ

し。室町時代中期足利義政の頃に . 珠光現れー休i，iii1師俗弟子となり て、修道するに あTこり

常に眠を催せしよれ茶を喫せしが或時蹄師の- [ 始以て 、茶味踊1味を悟了したれば、夫れ

より茶道を起し Ｎ 車ｉｴ摩経 ｾｉｾ の間疾品を基として 、 例家の方丈十八挫の室を四分して 、 ｾｹ 皇

子|三に固ひて 、共11羽所{ f 茶道則 ち和敬静寂の心境を練脱して 、茶道を 1沫ふの道場とはなせり

之れを茶室と云ひ図ひと併せし、起原とはなすべきか。

足利義政は . ; l 毛先義測の頃より和漢の* ' 器は勿論給部の類を来集し、同) j Jj 良 、重5. 相.

主与を fJ 1 し. 諸i失家族を集めて 、豪華なる茶舎を催し. 或は歌合せ . 俳諮、源氏、虫合せ 、

扇子千せ 、の遊興を? なげしが . 途に之れをも 厭きて 、同朋の進言に従ひて 、f %光を召し茶道

を聞き、共修むる鹿の和敬静寂の境地をぷひ . 其営時華麗なる . 東 山銀閣の 山舵中東; J t ｾ ＵｦＮＺ＠

を閤ひ 、則ち茶室{ f 逃れり。

是より先に足手l民主満は. 金閣山荘を遣るに賞仁茶室を設けたり。世俗南天床柱の茶室

と云トその営時の茶室既に焼失して 、後年造れる鑓形なれば、共営時の構造を知るに由

なしD 思ふ に南うてと 云ふは 、我闘の 「ナン テン」に はあら十。彼の西本願寺桃山時代建築

悲雲閣に属する憶J 惜と稿する 、茶室床柱南天木は 、南洋に産する 「パイナップルー! と、同

木のことな らんか。後ち紹匪 ｬ ｬ 出で 、 大黒庵と稿する 茶室密造 れるも 、 矢張四ｾｾｾＡＺｦ三なり。 利

休;f:l_j鴎の門となりて、紹鴎 と謀 り三県壬|三 、二挫年の茶室{ f j査れり o ｾ三 段とは大目 ｅｬｨ を朋ゆ

之の挫の所を 、結茶を? なすの場所となすの

遣れる茶室は 、1t ぴ数奇を? ば基 とすれば、用材の如きは有合せたるを 、取集めて遁所に

使用す るなり。 J!リち桂は丸太、床 桂、中柱、 は雑木の皮付の催、竹垂木 . 片木板、杉皮 、蒲

等を用ゆ。之れより茶道を好む者輩出し、茶室の構造も之れに憤ひて 、多種多様の形献を

なせり。元伯は今日ｾとて二盈の茶室を迭れり。遠州は茶室に段殿式様を ｬ ｊｕ へて ｩ 量れり。

現に 京都大徳寺中孤蓬雌茶室山雲床の如き 存せり。

2 7  x  



以上の如〈述べ来 れば、茶室は四島字以下の小室市己の安fI < 思ひ得るも、然 らす' 六品ーも

あれば八昼もあり 。 それ は其構造の. 1t ぴ数奇の現れにるものを、概して茶室と線、俗し得

べきものなり。

茶室には其構浩の . 各所に名構あり。之れを奉れば、普通建物と 同 じ い 外 姿 よ り す べ

きなり 。

屋 根

屋根に ては萱叉は葉に て茸 き?こる 1t びの形。叉は檎皮 、杉皮 、片木板、五、銅 、葺きも

あり 。何 れも形は入母屋 、寄せ棟、切 bづま 、片却とて 、普通建物と異なることなきも

多〈は入母屋造 りを用ひ らる。

突き揚げ窓

屋根 より見るに戸を付着し . 共上部肘坪を打て、内部よ り之を突き揚げ 、聞きて明石? 採

る用 をなす O

従っ て内部に渡 り てＮ概略 ｾ翠 ぐれば

床

床は何れの建物の 内部座敷にて は、主要のもの とす。床は俳家の併前荘厳より起れ掛

物 を主 とし、之れに花花瓶を配し 、叉香及香躍 を飾る。

茶 道 口

茶室 の 小 室にては 、 杉削木見付 Ｘ 分位のものを角被帆立とし 、 又は火燈 口とて、 壁ｾ穿Ｎ

ち其の周固に紙を張り? こるもの。何れも内法 5 尺 I 寸乃至 5 尺 2 寸。 巾 2 尺 1 寸乃至 2

尺 2 寸とす。 夫れに太鼓張障子を入る。 其 口よ り入室して黙茶するも の とす。

R突き 茶室に ては、ヨ大室と の中間襖障子の入口 を之 れに代用す。給仕口叉同じ

給 仕 口

四昼宇己下の茶室は多〈之れを設〈。それは火燈形とて 、内法 3 尺 8 寸乃至 4 尺2，3寸、

巾 2 尺前後壁を穿ち 、共周閣に紙を張仁之れに太鼓張障子を入れ、引き明り叉は聞き

とし. 客に劃する給仕をなす口とす。

欄り上り口

之れは客の入室する 入口と す。内法 2 尺 3 寸乃至 2 n 6
寸 . li1 2 尺 1 寸乃至 2 尺 3 寸と

す。之れに外部に戸爽みの敷居l鴨居を取付け杉戸を入る。

突き揚げ窓

掛り込天井に長 さ1 尺 8 寸乃至 2 ) ( 1 寸、巾 1 尺 5 寸乃至 l 尺 7 寸に 、切り聞け垂木一

本を 中聞とし. 之れに皐障子及び袖ヨ 1き翠障子( 今は多〈補子入り 障子を用ゆ) を入れ

室内へ光線 を調ふ lこ設〈。

窓、

窓は下地 窓帰子窓とす 。下地窓は壁を穿も壁下の臨を現せしに起れり 。今は特に践に て

x  2 8  



相子を?造り 、J務誌をかけ Tこるも の. 端子窓は 中敷居11鳥居を付り、白竹を?折 り並べ? こるも

の。窓の併は風披先窓、墨跡、窓 、透見窓 、共他光棋を入 るるか遇策に要する窓 とす。

中 柱

茶室中燐溢に建つ。替曲し? こる細き桂。之れは多〈皮付松 、叉は皮付の鐙なる雑木を) 口

ゆ。昼より 凡 そ 2 ) 0 寸 5 分乃至 2 尺 5 寸上に 、枯・に 竹に て壁止を 入 る。

棚一重叉は二重

茶室中佐あるとき は、共内側道具挫の方 、又は共反封の隅に取付〈。多〈は桐板厚さ 4

分位の ものを用 I¥l) 0 最も其一方壁に入 ら5 る11li1所 に、 端喰をなし細 き竹にて釣る 。

壇

茶室中主要のも のなり。鑑は木にて慣を造り土にて 塗り? こ るも の。叉Tこは石雄とて石に

て遣れるもの。共寸法は、

普通 1 尺 4 寸方形。之れはtet: の長さ 6 Ｉｾ＠ 3 寸堂 、 D分ー 7 寸 となるを 2 千寄せしなり 。

大協 1 尺 8 寸方形。之れは挫の長 さ 6 尺 3 寸を 、 7 分- 9 寸 となるを 2 千寄せしなり。

櫨の寸法は紹鴎と利休とによりて 、定まれりと茶人等の停ふる廃な b。

茶室に脆床に穿ち 切る に は、 Ｔ 挫牟切り 、 共 Ｔ ｾｾ 三切りを 挫 の 上座に切るを 、 上げて切

り 、 挫 の 下 ｾ ｾこ 切る を下げて切ると云ふ。共 の 外向ふ切 Ｎ 隅切と云ふ。線、て茶室による

もの とす。

天 井

床天井は多〈杉 1 枚彼とす。間 k 塗り天井 とて壁にしたるも のめ り。利f木造る所の . 山

崎妙喜J低茶室床天床之れなり D 卒天井ニは片木奴網代組み竹村!，f.%( . 又は卒片木板竹か杉削

りのや;i 縁 、:t1:1付 込み天井は多 し 自主F竹 、竹木舞片木版張藤見掛けと す。道具昼天井之

れを落ち天井と云ふ。多〈荷主? 編み用ひ竹悼縁とす。

道 幸

流しを? 設け 取イ・nこる道幸 、置き道幸の 2 種 tちり 。之れは必す・茶妥に 用ゆる とに はあらす・

茶室の構造によれるなり 。

以上は茶人 として 、茶室を造るには最も意を用ゆる要所 とす。 之ーれに勝手則ち7k 屋を附設

すべきな り。 7 k 屋には棚及び7k流しを造るぺし a 共水屋流 しに 2 種あ b。普通平水流し水

屋 し 立ち 水屋 とて床 よ り1 尺斗り高 し 共下に茨及次の類を入る 引出しを設 < 0  7k屋の

棚には ｩ 倍、棚とて Ｎ 枠ｻｦ組み板に竹ｻｦｾみ＿こるも の。茶 ｴ ｬｦｊ棚とて枠を 組 み板斗りのも の 。 地

路 棚 Ｎ 炭 ｾＮ ｉ 棚 、 上棚とす。

其外腰掛待 合。之れに属する砂雲隠 も必要とす。 それは茶室考案者の意、叉は場所の模

様にて之れを省略 し. 他の建物を代用す ること あり 。

茶室を? 主主れば。是に相膝の庭園 を作 るべ し 茶道にては之れ を銭路と 云 ふ。露路には外

露路 と内露路 { f 分つ。之を分つには中門、部戸. ｾ表戸 、 京桝 り を ｌ ジ、て す 。
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露路を作るには 、間り上りに劃する干1 f ) j j l ; 石。山手洗鉢等の据方。腰掛待合の石中門猿戸

の石据へ。露路中の飛石茶室へ通路膝掛待合 との聯絡コ足も と.I Ht しの燈能の位置尤も意を

用ゆぺきなり 。

元来利休元伯等は 、閑寂の境地t ' 基として作庭せ りつ/J、堀遠ナ|・|は其範闘を弘め . 真、妻 、

相 、の建築作庭と、閑寂なる作庭とを融和して作庭をなすに歪れり 。則 ち桂離宮の徳川時

代初期に御増築の御幸の問 、松琴亭茶室 . 其他腰掛待合及庭園の如 寺、寝殿式建物庭閣 と

静寂なる茶室庭園と の、配合見るぺし。遠州、|の後ち茶人としての . 建築作庭に夫れを息ぴ

?こる跡少なからす。

茶室主? 造るに営りでは 、始に地形叉は現存する位宅との封J! tt ，共住宅との聯絡に考慮を

用ゆるを要す。 f段令茶室が精美t ' 輩すと雄も . 之れを扶〈る ときは 、共茶室にして茶を賭

する動措にi i J i I.滞を生じ 、叉? こ客: 入室に不便を起し 、折角招請せられ? こる客を瀦足を得せし

めす¥ 元来茶舎は主客相手口 し介意な し 互に相敬磁を失はざるを本意 とすればなり。悲に

水戸景山烈公の茶封語味ふペし。

日 或問子事茶法乎吾針日未也嘗聞之共味也苦而甘其裕也血而清共至撲而閑其也i盗而幽

其 交也陸市1ft虚数含而不費能楽而不予言如此而j 己莫其反 之者吾所不知也

之を熟読玩味するに互に陸〈 踏を失はす・徐にして箸りを謹 u'。 人各 k 共の行を? 顧みるべし

茶室は質朴を要 とするも 、叉? こ美化せしむるも宜しからん。徳川時代中期不味宗納は 、

江戸大崎に 別旺作 り隠桜せられきロ共別泣に数個所に茶室を建築し 、夫れ等は相賞美麗に

して、特に壁下地の如 きは 、壁画をもなし得らる〉切壁下な りと 。先考宗詮 より停承せ り

切壁下をi量るには 、桂と桂の聞の横は輩〈飽にて削 りて 、鋸にて双互にタj 目を付げ、栓を

用ひて之れを堅〈し 、捕と慣の聞に慣と同材にて枠を組み 、之れにも鋸の 目を付 し. 其枠

x  3 0  

中に竹を細〈割り削りて 、 ｾ ｊ

肺苧を以て編み 入れ? こるを .

入れ栓にて竪むるなり。之手

段を以てすれば建物は堅牢な

り。大阪には切壁下の茶室二

三存せり。先年或る御用命を

裳 b茶室t ' i孟り? こるに 、之手

段- t ' 用ひ? こり。

以上不順序に列記せり。 訣

れる販は斧正せ られんことを

切壁下地lUk
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織 部 好 茶室の
ーーーー- ' ・

考
底
Ｏｾ、

紫峯計，;J ;! G  
尾 春 道

1 . 序

古凶織部i i : . に就いては今まで屡々程表もされ. 論越されて ゐるが 、何分にも文献が乏し

くてその傍記さへも異説 .{l}t: 設が多〈真偶をさへ疑はれる取が齢〈なかっ fこ。随って「総部

好」茶室に闘しでも その織部の唱導する茶道式事等が明白でない映り . その卒商圃や起 し

給l副によ って 研究しでも "世議論と想像に了っ て絡ふのである。今回計ら するも織部正だ座長

年中に建立され7こる京都輿翠柿寺に於て、古田織告f，正十五代の後背b人 織部茶道の復興を

企闘し、不省も亦多年織部茶室の調手F . 研究に .mはり、且つ今回 の此患に封し その事務の末

瓜・に力11はる の光祭 主? 得て、 幸に織部茶道式事のすべてを奔聞するの機舎を得る こと が州来

Tこ。而此度日本建築協舎の奨めによって- tHl 稿を草しに課であるが . 不宵もとより溜接部士

未1:.' 茶道の何? こる所以を識 らす. 只抹茶の苦味を略好する のみ. 空宇に先摩，諸土の御教示を?

得ぱ幸甚の至りである。

先づ)1際序として古日T織部正重勝の PI告4与を明かにし、 その金生仰を徹する武寸て的生活や茶

道の生活内容を見て 、織部"IEの建築観や、共茶室にあら はれた思.旬、を考察 して見7こいと思

ふのであるが. 輿へ られ1: 紙 散では到底述べ壷すこと は魔束なし唯今阿今まで疑問視 さ

れ. 異説体問多か りし茶陀織部 正イ与を略設することは、 今後織部好茶室を調べら る〉方 k

にも多少稗袋すること あると 信し . Ｍ ｾ 文 書 に撮る 茶室の 卒商闘数片を雪量げ 現存する織部

茶室の遺機ｾｾ真によって解説することに ｊｴ む次 第 で あ る。

2. 古 田 織 部 正 略 樽

( 下 記は古田家に体来する系l聞及古文舎に蛾り 、且 つ) [ );て帝大綴 「ヌド光 閥附日記 J }土中 川家に 停 へ

られて ゐ る古文書俸に よ P て略 述せ るも のである 。〉

古田線部正重勝. 初め重能とも稽し、 ( 他書重然とあるは誤りなり) 桑原某男として天

文 J 3甲反年美ilZ閣に生れ、桑原左助と帯してゐ Tこが、営時織回f言長公に奉仕する古田大腿

亮重安の養子となりＮその家系を稽ぎ、古田左助と稿しに。共頃武野紹鴎に茶法ｾｾ嬰ぴ文武

粂備の終として其名高かりし細川幽競に就いて茶の湯の教へを 受り てゐ? こ のである。 左助

未fご廿歳位の頃幽粛の家士に百舌鳥目某なる兄弟とも勇気すぐれ? こる者ありて、 この百古

鳥目兄弟不庖の事あれ放討に致すべしと思へども 、常に兄弟相伴ひ居 るにめ討つ こ t 困

3 5  x  



第 1III ( 京都興事寺lfr 滋〉7f{聞紙部正之保

難なりしが 、左助ならば討果すべしと思ひ

陣l粛は左助に百舌鳥目 兄弟を討果すこと をb

命じ に。左助長っ て一日 二人を茶の湯に呼

ぴ饗 茶し Ｎ きて蹄る時露地まで見迭ｾ . 百

古鳥兄弟は何れも刀. 脇1患を平存ぴ，左助は

大脇会一本にて肩衣に袴を つり 、「上意」と

ー聾抜打に兄の首を討ち 、驚〈 弟の二の腕

を切っ て落し 、共事に切り伏せた。幽粛樹

立のl笹より出でて 、其の天晴な手腕を賞美

し? こりと。其後信長に奉 仕 したるもこの手

柄によって召 され1= もの と侍へ られて ゐる

氷申込の初年信長が尾張清須在城の頃既に茶

の湯を紺叫に 事ぴ . 叉利休にも殺を受げ、

天守にて利休 の部; 茶手前を上位ーせられた こと もあっ 1= 其頃信長は清須城内に茶室を造営

せんと欲し 、重勝を して その設計に首 らしめに。これはおそら〈重勝として最初の庭女作

と も栴す べき 数寄 屋で Ｎ 細 川 幽粛の指導ｾ受けて四投宇華自の席を治つにのである。 Ｈ Ｑ ｴ ｴ に

とれを呼んで猿而茶席 と手i1} せるも、 ｊ 主ｾ［ｭ は おそら く 米疋 Ｒ 年頃 信 長が感 ん に茶合 を 似 した時分 ｩ こ 名

づけられたもの である〕 永秘11年信長が京都へ上り播 j刊を討伏の際、重勝はー武将として信

長に従軍し、永秘p 年疋月には信長の奥意をもっ て中川清秀の妹と婚姻し. 其節清秀よ り

御引出物三原の銘 刀( 長 2 尺 9 寸〉を奔受してゐる。 天正の初年頃は信 長の命によ って清秀

を輔翼し 、利休の高弟荒木撤津守村重等 と交友し 、利休に就いて茶道の数を受り 印粛 と蹴

し1=。天疋 6 年11月信重の乞 によって 、A勝は共縁者中111/脅秀を信長 に奉 仕させて、楯ナ/'1

拾買¥f - 高石を輿へさせ られたり 、或ひは信長の末の姫君 を長霧公に紘付、御入輿等に吉野して

奔走する等、蛍時は信長に近侍し. 而して茨木J成や伊丹岐ーを駈り廻り或ひは丹波闇討伐の

終となり武人としては可なり 繁忙 な生所ではあっ1=が、其反商に於ては利休の唱導する 1t

の茶道に指導せられつ〉も、常に 重勝は剛粛に 教示され? こ書院式茶事の方面に禰自 な見解

をもって徹し1=茶の湯の生所であっ 1=。天 11'. 10壬午年 3 月 9 日信長 は家康と共に甲斐の武

田勝頼を討伐する 際は重勝先手にて出馬して ゐる 。営時羽柴秀吉は字喜岡氏 を従へ 中園征

伐に赴き備中 の 高松放を固 み 之ｾ水攻 めにな さんとせ し 時 、 モ利輝元等犬繁して来 援 せし

かば 、秀吉も亦信長に援兵を求め 、乃ち信長明智光秀を? 先程せしめ自分は信 .' a，と共に入京

し本能寺に宿しに 3 然るに光秀俄かに抜いて本能寺を製ひ信長を殺し 、信忠を 二係披に殺

し1=のである。本能寺の鑓が秀吉に達するに直ちに毛利と手11 して 、光秀を山城 山崎に似つ

Tこ。時に天i E l 年 6 月13 日で . 彼の利休が 山崎妙菩庵に待陀を遣って秀 吉に献茶 しにの も

こ の 時である。 ｚ 重勝も首時光秀勢ｾ切品 ｲ Ｑ じ戦功を立て〉ゐる 。 斯 ｴ て重勝は父重安 と 共に
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信 長 公に奉仕し . 終始戦闘i に臨み武将として の生活が共主なるも のであった。 天疋 い年正

月秀吉の命により中川清秀 と共に勢 j十|へ出 馬し組山岐を次め . 同年 4 月期日賊ケ織に H' ，陣

し、天 正12年 4 月小牧合戦の際も 、叉同 13年 3 月紀州様来の政代に も中川秀i政の後見とし

てｾｦＭｬ，馬し、秀吉公より同年 Ｖ 月 ＲＷ 日附で感飲を｝ 買いてゐる 。天 ￯ｅ Ｑ Ｓ 年 Ｙ 月より 重勝は上 方

に鈍っ て秀吉公の側に近侍し . 秀吉公の奥意にて 、古田霊安の賓子平次重績に重勝の嫡女

を? 秀政の養女 として嫁せ しめ、古同家の養子として後に家系を趨がせ に。

天正 13年 9 月重勝は秀吉公より知行三高五千石を賜はれ山被西岡城主を仰付られ、同

時に従五位下に叙せられ織部正に任せ'ら れにのである。天i E15年 3 月朔日 秀吉公九州をz p :

定するにめに古 田織部匹、瀬 田掃部等を随へ/ ) 、隈峻を攻め西方一帯 を卒定し、 7 月豊前小

倉を経て中闘を通り師陣され? こ 。天iE13年秀吉公は衆柴第{ t > 法皆す るに 営 L 織部正を し

てその建造の主任に首らしめにことは勿論である。是鹿に於て . 織部正の奇才非凡な事術

的幸子想や . 新意匠的構法は所謂桃山時代を代表する 豪放、華麗な豊公好となってあらはれ

にも のである。即 ち書院式の端麗な形式 と数寄屋の簡雅な手法を長 も洗練されに意匠とし

て表現して ゐる。こ の頃千利休、 天王寺屋宗及、奈良屋宗久 、紳屋宗湛等も秀吉公に近侍

してゐ? こが . 伏見城や楽祭第の設計は到底織部正ならでは銭し得ない構想である 天正 16

年 4 月14日御陽成天皇楽祭第に行幸し給ひし際は織部正は秀吉に側近し左行前駐を相勤め

に。こ の頃織部正の屋敷は掲川通三僚の南と伏見に在った。( 今は伏見の田近卒右衛門屋

敷と僻されてゐる所) 即ち「織部日記」にあるが如き殆んど連日連夜茶舎を催し、数多の

大名や武士逮を招事、而其茶舎の度毎に新規な茶事式を案出し 、創作的な茶器{ t > 飾七 珍

奇な道具を集めて 、或る 時は利休{ t > 招き. 有紫務や三粛を招 き等してゐる。奈良の松屋の

茶舎に} 延々通つ?このも 此時代であり茶法百ケ僚を著はし. そし て織部好三段肇目 . 同二品

事目等の織部捕特の茶室 {t>i量管しにのも この時代であっ? こ 。利休は常に自然主義に生き Tこ

茶の湯の生活をなし. 織部は常に超自然的な審美主義であっ? こ。そ の頃織部正の門に茶道

の敬を受げにものとしては近衛信宣言L公 ( 後陽成帝第四皇子) 大野治長、卒野屋宗氏、土屋

宗俊 、本阿摘光悦等がめつに。 同 16年 10月朔 日 ( ー設には天 I E15年) に秀吉公の命によっ

て聞かれ7こ北野怯原の大茶舎には京極高次‘ 細川幽害時父子等 と共に茶事 を営んでゐる 。天

1E I7年 4 月有馬へ御湯治の節は織部正も随伴し、同 18年 3 月小田原御討攻の際は利休も秀

吉に御供舎なし織部正はー武将として出陣しに。天正18年11月27 日利休は秀吉公ω詰責乞

象って翌年 2 月13 日堺へ閉門艶居しに。未iJ休堺へ赴〈時、三菊 、織部正は淀まで送り帥 と

猷れを惜 しん でゐる 同年 2 月28 日利休は堺で切臨しにと体へられてゐるが、秀吉公認賓

の原因は種身体設はあるが未Tご明白ではない のである 。

天正年中の末秀吉は E 親 1可院の親王陽光院の第六子八僚官智仁親王のために京都桂に御

書院庭園を造営 されに 、ぞれを 小堀遠州に一切 を任せにと停へ られてゐる が. 昔時速州は

米fご十二三蔵の頃にて到底その任に賞るぺ t もあらす¥利休は師に塾居しこの造俸の任に

3 7  x  
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首らしめにものはお そら 〈営時 織部より 外に適任者はなし是虚に筏 の書院ｾ閣の設計者

は織部E なり と考へ らる〉のである 。 ( との 問題は更に文献 と考泣的に研究 して盟主表 の:!tiiあ り、

第 2J 草地替は勿論小刻法州が携治・ してゐる c ) 天正1! l 年秀吉朝鮮攻伐の ため肥前名誰屋に出陣中

織部正 その本陣にあって要職を務め、陣中に於て鎧fl 置に次鮮へをなし茶を鞘じ 、軍扇にて

茶碗を覆ひ、 所謂立躍の形式をもって秀吉に献茶しに と体へらるるは この 時 で あ れ 文 峠

二 突 己年 Ｙ 月 秀 吉公大 Ｑ Ｑ 反 へ師陣 の 節も随伴しに。而 秀吉 公は織部 ｩｅｾ こ劃して 日 〈、「利休 の

俸ふる )iJfの茶法は武門の醜儀に部し、的りて茶法を改定せられよ」と の上意によって .織部

E は是鹿に於て土屋宗俊を介して紺鴎門の幽琢 に茶道の親奥を授かりし大野道可に就いて

華子の皆体及茶事の秘事組奥一切を受り、叉春屋園師に参して 、書院式茶事を主題とする武

門に適舷 する茶法を制定し? こ。即 ち織部茶道と帰せ られし所以である 。文除 3 申午年 2 月

25 日秀吉公吉野花見の茶舎に於 ては 、こ の織部の改定されに書院式茶事によって行はれ .

秀 吉共他の諸候も感月IJ.し . それより 各大名武将等織部正の門に入 るもの多 〈出で、慶長日

年 春 醍醐 の 花見茶舎 の 際も その す べての執 行ｾ織部 ｅ が 指揮して ゐ ｦ この で ある。その 時 家

康秀忠もこの茶舎に侍ト秀吉公に針し 、織部E を何学秀忠、の茶道指南に乞ひ? これば 、秀

吉公は織部に針し汝の意にイモすべしと言はれ 、公の眼中に深意あるを早〈も悟りて御意を

受 ｶｴ 、茶 舎終りてｾＹＮ日織部正秀吉公に舎見言上して「琴の音は松の葉風にありと閉し常

盤 の操色も かはらじ」 と詠じ 、闘東に 赴くことを約しに 慶長 3 年 8 月18 日秀吉公は病を

得て諾じ . 織部E は家康 と共に伏見岐に 在って政務を4
i

lli 休してゐ? こ。こ の頃小劫1¥遠 i 1:守政

一 、イ ホ久間将Ａ底 、大久保 相模 ｾ ｊＧ等も織部 正の 門に入り 茶道の教を受付 ＿ こ。 秀吉公も織 部正

の伏 見 屋敷に御成に なって御 茶事の 指南 を受けられ に のである。惟ムに天 ｉ ｅＱＶｾ 豊公伏見

城を築事楽祭第を造営せられしより i霊長 5 年頃まで約 8，9 年聞は織部正の茶道全法期にて

共極に主主し. 茶室建築造闘に闘するあら ゆ る創意著想、や 、茶事に針する新意を? 稜表し? こ の

ーである。こ の頃美濃の久尻元屋敷の窯に 於て自 ら陶殺の袖を創始 して嘗時唐物高盟物を珍

重して居 ｦ こ頃に、金〈潤創 ｊＧ ｾ な織部燥を案 出して、議 酒 、 清新 Ｎ 雅致に 富むものを創作し

てゐる。殊に黒織部焼の如 きは全 〈純日本的な色彩 と香りを表現せ しめ唐物名物に封抗 し

1: のであ る。即 ちあらゆる 名物茶務を全 〈日本化せしめ? こ黙に於て、 lf-に目 利、 主客室、保

{(-rt' 本旨 とし1: 他 の茶人主主よりも遥かに優れてゐる と言は なりればならない。

J主長 5 1， 1'- Ｗ 月家 ｊｪｴ は合ｦＺＧ ｬ ｵ こ Ｑ ，Ｂ Ｑ って上 杉Ｚ景勝を討伐の際 織部 ￯ｅ は 伏見 ｊＩ えより家 ｉ Ｉ ｪ ｾ と共に陥

f'¥e しに。其脱 lこ乗じ て石同 二そ成、 'j 三喜多秀家等は伏見城を陥れ進八で美濃に 1!'Ii. 1ノ1=。家肢

は下野の小山で之を聞き その子秀康を留めて合津に向はしめ . 軍をかへして閥ケ )京に合戦

しに。こ の時より紘部 If.の心境に ー穴受化を輿へ、如何に戟園の世と 言へ咋 日の味方は今

日は敵 . その嫌はしき世相を歎じっ〉も茶l障の真理に慰め られては 、過ぐる日 の . 楽祭第の

華麗なりし時や、吉 野花見の茶命、醍醐の茶舎等を追想して 、今は戦場の身の上なること

にも深〈考へ させられにが 、同年 9 Ｉｾ＠ 15 日脚ケ原合戦の節 ‘ ili 高島刑部大輔、大野修理亮等



と共によく戟つに。是彪 に閲. は大敗 して天下は it 川の手に期して . 再びt止の中も平定 し

慶長 8 年家康は江戸 に幕府 を開寺 、同10年 その職ぞ秀忠、に譲っ て駿府に隠退しTこz 古回線

音11疋は営時全森宗和 . 高III 川三粛等と共に武門の茶匠 として その第一位を占めてゐ 1: 闘係上

将軍秀忠は織部正を召して我師となし ｩｬｾ 戸峻 へ 止ることを促し 、 岡山年 Ｔ 月 Ｕ 日わざわさＧ

線部王宅へ下向めつ に。こ れより維部正は専 ら茶道指南として禿忠公に側近 し. 些長15康

成年 8 月日日千代国城奥の大事院 に於て将軍以下18大名 に劉し、民の華子三英役六天目 出

版の 製占前を もっ て献茶式を行ひ同 8 月19 日秀忠将軍に慈子の皆傍茶事一切の組奥御体受申

上げ ｔ こ の である 。 共後 ［［ Ｑ Ｚ 戸 峻内に於いては法度制度 等定めらる 〉に 際し 、 Ｚ 豊臣 氏 の礎Ｎｾｻ･

全部撲滅す るこ との干討議秘談が頻りに起り 或時は茶事の裏面に隠れて茶室内にて の草野識も

屡々であっ7二。織部正は乃 ち穴| 仮にあ って秀頼の後 見を宗主 しつ 〉ある片桐且元大野治長等

の下へ. こ の筏識の報告をなす ? こめに飛仰を大阪に 向げて走らす こと十数度で あっ7こ。こ

の頃徳川家に おいては 、豊臣家の財力を減ぜしめん がにめに 方庚寺大併や、或ひは北思J - ni申

前士民他古寺社の lヰ輿等を なさ しめ 1: が、所謂 「園家安威」の錨銘 によって家康の激怒 をカ・

ひ途に豊 臣氏を責め、座長 19 年の冬の陣が起つに 。忽 20 乙卯年 5 月再び六l波方は家康の

不信{ e'I' 段り兵を場げて瓦の附カ2起 b大 阪方の諸純真田幸村. 木村重成等もよ 〈戦つ?こが .

秀積及淀君も相途いで自双し、 i記長幼年 5 月 7 日 ( 元手口元年) 大阪城は陥溶しに。これよ

りさき慶長12甲従有三11 月家康 、秀忠雨御所が江戸を殺して大阪城に向ふ時 、家康は織部正

力: 屡々 片桐且元や大野治長に密使を 出して ゐる こと 等ち 充分知り乍らも . 型公より特に乞

ひて秀忠、の茶道の flrli として今 日まで江戸 に止めにるも のな れば. 織部 疋の心境を察し. 共

に大阪城に迎はしめに のであるが、各の陣の時は主に京都にあっ Tこ。彼れ調り静かに考ふ

るに自分はさきに盟公の知過を受付 、高株主? 賜は1 ) . 今は i忠川秀 忠将軍に封し茶道をもっ

て厚遇tこ預り居るも の. 賓に進退極まる苦慮のうちに陣中を過し? このである 。やがて双方

和を結ばれて織部正は符. j . k 安堵の胸を撫でー下し t: 。 そして忽慶長 20 年の春まで伏見の屋

敷に滞在して居t: が、徳川方の厳重な監J視は織部正の身元竪を怠 らなかっ t: 。織部正今年73

選定の老齢、差是臣の運命将に j風前の燈火なるを 察し . 永総のはじめ織田信長 に仕へ. 次いで

最匝徳川の諸公に が仕して過去 50 年 の生活は戦陣と茶道の真髄に徹底しTこのである同年

4 月27 日再び大|仮へ家康、秀忠商将軍御進稜の其夜京者11に於いて出火あり 、共科人 {e?ヰおIi

御汁識せし慮 、織 部の家 人宗主等と云 i 、者に 似1: る者' も交って居 t: c補するも のがあ って .

織部上に御不審会談つt:υ) ーじめる。 雨将軍ω出設は 4 月必 H に延期されに o 5 月 6 日織 部

Ｑ モは遠山勘右門Ｎ妻 ＪｾＱＨ ， 紫助 Ｎ 依久間備前守等と共に校方合戦にて激戟し 、 織部正の末Ａｊ ｪ

重久はーた和国にて戦死しに o ｾＷ 日六 Ｑ Ｑ 反峻は陥 ￆ し、この時 織 部正は既に ｾ ｴ ｻ･決心して ゐ

Tこのであるが . 共後京都出火に就き詮議を受( 1 、途に同年 6 月l L 日織部正重勝73炭 . 長

男重嗣37歳父子共切腹を仰付 られ . 鳥居土佐守成次検使の下に伏見屋敷にて切腹されにの

である。途いで二男霊肉 . 三児童康は 6 月 13 日に切腹し. 回男重行は 6 月 24 日切腹し? こ

3 9  x  
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( 京都 出 火の] )，( 1主Ii 主ー設に 同 年 5 月 l 目、般市i l E

ｩｴ 大野治長 、 民間幸村空ｦ［ｾ県 を 合 ｊｾ Ｍ 、 徳 川 家 康 、 秀

忠 ト ＱＴ Ｚ Ｑ 守 ｬｦｬｽ ［ｾ 者 Ｑ｜ を 鼓 し た る 後 、 五 ｦ を僕 祢 ひ 、 ;rx. 大

名の 驚 き騒〈・ b匙を総司i の長 子 山城守耳1嗣 、後 藤 、

木村ｾと手 を分け て 雨将 軍 を 主連 ひ 、 手 誌の 勝負を

な さんと云五、| 往謀 をイむてたりと云 嫌 疑なり との

設があ る、〉斯〈て桃山時代に於りる武人の

茶匠として撃かなりし織部正の最後を告げ

1: のである 。織 部疋嘗て春屋圏師の命下に

てj各陽 に菩提寺として 、金20貫を寄附して

輿五回早苛，ｾ建立せしことあり Ｎ 織部正自刃

費n 闘 織 部 四 霊 学 蔓 目 後 、奥方は尼となり京都北封'に小寺 を建立

して青容院と名づり 、後輿翠寺に移り 、前記織部E 父 子 の 援 を 然 上 寛 永 6 土手 5 月29 日72

歳を以って逝去し? 二 、織部正は雲了院殿金i I J 宗屋居士 と陪し 、 この金甫の二字は春屋間( rlli

の授げ 1: る競で 、雲了院は元帥 8 年 6 月古田家第 5 代の藤兵衛重治が高流寺住職の快首座

に依頼して院競を迫縦し雲 了院と稿しに。叉大徳寺三玄焼には奔塔を? 設置され? このである

共後前記系圃の通り代 k 織部正の茶道を億八て今 日に及ん1: ' ものであ る。

3 綾 部 茶 室 の 平 面 構 成

第 Ｒ 固は織部 四 盤宇ｾ回 席 の古紛 闘 Ｈ元総頃のｾ本Ｉの潟しである ｯ 名古屋の猿面茶 席

四品宇妥 目席 とよ 〈相似し 、共首時猿面席は名古屋被内に建てられて在つにも のであるが

それを潟闘 し?こもの とせば . 現存の同 席は

相嘗襲草 されてゐるも の と言 はなげればな

らぬが . このj市はおそら〈伏見の屋敷に建

て られ? こも の と思はれる 。 ぞれは「維部日

記」に記されに茶舎の床飾や黙茶の形式 よ

り考誇 して斯〈 考へら れ る。こ の卒面は営

時の利久好四品 宇や、利久好三品菱 自席の

zp:面を基礎とし て織部は自己の 内面的生活

に遡合するやう構成 されにものである。醐

口が外壁画の中央にある こと や、床の間や

給仕口 の位置は猿商茶席 と同一であ るが，革

開設の位置が徐程襲っ てゐる。次に第 3 聞

に示す回投葺目席は 、調勅のI食伽論 に彼の

限耳鼻舌心意の六識に未耶と阿羅耶の二識

ホ

包-t j ト

キふ

受

官 、1 三ご=

ｾ Ｂｬ［＠ 3 悶 織 部 四 畳 ヨE 目

41 x  
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第 51i司 織 部 二 . 蔓 目

を加lへて、八識 となす刻l上設によって 、奈

良の泳伽山に遺らしめ 1=所謂「織部好」八

窓庵の平面であってこれは奈良の大乗院門

主主じが織部に依額し? こも の と体へられ 、後

世遠州好の八窓庵はこれより出でにるもの

である。

織部好三挫苔目席は世に織部好の代表的

平商とも栴され、即紹同時代の行の四』塾宇

隣か ら昔 座敷三 ｾｾｩＡＡｾ 三Ｈ賓は間接敷なるも容Ｚ

附より道具主主力［ｾ三昼丈見える故三県宇と 言

ふ) 形式に鐙化し . こ の座敷を 利休は道具

挫の向ふを 1 尺 占寸 7 分 5 厘を? 切り捨て ‘

焔際の桂より植竹を入れて下を吹抜となし

蹴際の佐を中柱 主名づり . 利休好三些蔀 11

を創始しにのであるが 、織部は常に利久の

唱導する位の一徹 し 武 門 の 叫 儀 を こ の茶

j市に加味するた めに . 貴人招請の際にお り

る卒面構成を矯して 、乃ち織部好三島高目

なる最も特色める茶室を創作 されたので あ

る。第 4 闘は その略闘を示すもので . 即 も

下降床にして太誼張陣子の外向一投敷があり て. 貴人指ti!J の時は上段の形式となす。初座

には床脇の太鼓張障子を明りて通口となし中立の聞に右太政張障子を外して上段の形式と

なし置き貴人は共位置に座し、茶 の 時は床脇前に進む 、斯〈初 鹿後ｾ客の居替りを矯す等 Ｎ

茶l市におりる新意をも創め? このである。この茶j沖; の例として現存するものは薮内宗家にあ

る燕庵の形式が それであり、 E つ織部好三

問 叩 寓 し て 最 近 造 営 さ 巾 駒 内 l
事

! II 永

即近亭があ る。また名古照市内岡谷邸内 の

茶室も織部の遺構として保浅されてゐる。

ｾ＠ヲ的二 三品妥目瓜2 より更に型化して第 6 圃掘 I  一一a“  |  

香子

部好 二 ｦＡ 快主主目席があり 、 ま Ｗ こ織部好道幸ｾ

設り 7こる織部道幸の聞がある。或ひは第 6

室

闘の三些護目 の織部の居間座敷や、其他二

挫宇耳目 向切 、或ひは隅服等の形式もある

ロ '1 ｾ Ｚ［ＺＺＮ＠

即 ちE菱自担を自 81に取抜って 、最も 鑓 化に
第 6 闘 Z 畳: . 目 (縁部の居間座敷〉



E 富む多 〈の茶室主? 遣って

ゐるが 、何れも 草庵風の

数寄屋としても 、武家ら

しい構想、が含まれてゐる

共他草庵式茶室以外の書

院式茶事を主題とする庚

聞や大康問、即大書院等

も特に織部の意匠として

残されてゐるものもある

が. それは次の機舎に支s

ベ? こいと 思ふ。要するに

織部好茶室として特色め

るも のは四盤字選目 、及

三盤主菱自である。 その形式的に鞘 k 確かなる遺構として現仔せ るも のは猿面

茶席があり .、奈良の八窓席、薮内家に存する燕庵 である 。 それらを織部の唱

導せる茶法式事より 見? こる考察も述べ 1= し、と思ふが、今回は限られにる紙数

の矯め遺憾ながらこれにて止め. 以下遺構の馬民を掲載することにしに 。

接 面 茶 席 外 観

室

室

茶

茶

の

る

構

せ

這

寓

部

を

織

式

る

形

せ

其

存

・

小

川

現

と

猿面茶席調 ロ詳細

創建 年 代 示 椋 年 中

茶 室 四 畳 半 台 目

棲 式 草 庵 式

名 古 屋 市 鶴 舞 公 圏 内 猿 面 茶 室
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猿面茶席内部

様 式 草 庵 式

茶 室 四昼字台目

t1J健 年 代 示 録 年 中

猿面茶席の風壇先

名 古 屋 市 鶴 舞 公 圏 内 猿 面 茶 室

x  4 4  



興聖寺織部茶室外観

興聖寺維部茶室内部 主憲忌J

様 式 書 院 草 庵 折 衷 式

茶 室 三 畳 台 目

古圃三畳台目 f奮を寓す( 昭和三年)

京 都 興 聖 寺 綾 部 茶 室

4 5
X  



興聖寺織部茶室風燭先

京都輿聖寺維部茶室

古圏三畳台目席を寓す (昭和三年ド 茶室・三畳台目・様式・書院草庵折衷式

x  4 6  



興聖寺織部茶室の鹿間

織部好蹄路( 即今享〉

援式 書院草庵折衷式

茶 室 三 畳 台 目

古圏三是台目席を鶏す ( 昭和三年)

京 都 興 聖 寺 織 部 茶 室

4 7  x .  



古 織 入 窓 庵 凝 良 事 骨 室 得 物 館

欄 ロ 2 尺、 2 尺 2 寸

天井高 6 尺

給仕ロ

茶道ロ

床

出

申

、
R

3

J

¥

パ
J

/

¥

死

、

てし

ゃ

事 4 8

3 尺 8 寸、 1 尺 9 寸 5 分

2 尺 3 分. 5 尺 2 寸 5 分

高 4 尺 9 す、巾 4 尺

権lま黒塗、床

柱杉徳丸太

床 窓

1 尺 3 寸 5分

1尺 5 寸 5 分

鋸 天 井

天 井 竹 惇 線 ハ コ マ 菰 天 井

古 織 八 窓 庵

家良帝室博物館

織 古 八 窓 庵 平 面 圃

家 良 帯 室 情 物 館



桃 山時 代 の 茶 室

と盛: ! .

; J 8 構

津 島 英 太 郎

序

茶家のf買値を語る言葉を間合後 三氏の「茶の本 J L土び野口米次郎氏の 「婆術の前I i 位、図j か ら借 り

るo J:l fl ち、「・ ・・日本が長い 問、 世界か ら孤立して ゐたのは 、 自省をす る- Jj) J となっ て茶泣の波浪

に 非常 に 好都合であった 。 殺害事の ｵ ニ 居 ・ ｾ償 ・ 衣食 ・ 陶 ｩｾ 干狩 ・ 給ＱｊＱｪ 等 一一 文与でさへも 一 一総て そ

の影響を象っ てゐた。初も 日本の文化 を研究せんとす る者(土 、 ζ の影響の存在を無視する乙とは出

来ない ｯ 茶道 の 影響 は Ｍｮ人 の ｻＺｪｦ ｾｦ ｬ［な問 房ーにも 、 ｆｊｬ 王 ｄ 者のｻ上室長 l'こも行き渡ってゐた 0 ・・… 目J ( 茶の本〉

又「乙の *nii 且jJ ち茶道でH音示 され る日 本の森美主義は日本の古文化が: Nk鮎までE主主主した 所の もの

で、自然 と人生を滋和さ せてそ れを単純化 させた日本人 の態度は 、彼等外人 のと れまで拶に も見な

かった 所の物であらう 。し かし ifJ . は外人が 日本で一番特色のあるものは何であるかと おねたならば

私は直に茶席を穆げる J (換.術のが1I秘図〉 と樹氏は主sベてゐる。味 1': l : . .>、ベき言であ ると思」、。

以下少しく茶室建築の波注した桃山時代の茶室遺構に就て述べゃ う。

桃山時 代 に於ては . 今 更 に 葱 に 繰 返 す ま で も な し ぷ 代 最 高 文化 の象徴 fこちしm主主も漸

や 〈表 徴 し て政 治 の質 構 を握る階級の支持を失ひ . 枇 舎制 度亦 大いに改善きを受け 、中世 よ

b近 惟へ の 大 き い 騨向 を見せに。共間足利 氏 滅亡 の天正元年から豊臣氏滅亡 の 慶 長 20 年

( 元和元 年 ) 迄 の 僅 か に 竿 世 紀 に 足 ら ぬ 短 か い時代乍ら 、 疾 風怒詳 の如 〈破 壊 と建 設 との

事業が一時に膳史の境域に行はれた時であっ 7こ》

建 築史上にあっては既に その 中心 が宗教建築を離れて 、宮室及峻盤建築に移り 、わり て

も茶室建築が飛躍的な型建を途げてゐるのが注章を惹〈 。茶室は更新の時代 に 輿 b し新し

い建築であっ 1: のである 。

従 来建 築史 の上 で の 桃山・ 江戸時代の名は 、飛 鳥 ・天 卒 よ り鎌倉に至る各時 代の名が .

夫 k 各時代 の 優 秀 な 作品 をすぐに聯住! させるに封 し、相と もすれば徒らな華麗に 充 ち 、末

tfj的な技 巧 に堕しに建築のみを聯想、させ ?二かの憾がある。事貨一面 に於て「日光や 京都 二

僚の城に於てはアラピ ヤ式叉はム ーア式華麗を量産し 1: 力作 にも等し い様 な . 色五五の美 や 精

巧を極めた津山の接的iのにめに建築隣i主の美が犠牲にせられてゐ 1: J ( 茶の本〕 と説、められ

でも致方がない建築があっ fこ。

思 へ ば 武 を 以て 身を主君に致し. 身に負 j.， ] J 槍 の創 浪 に 昔 日の武 功 を誇るものが . 構プJ

と富 力と を粂ね有 する 身 となって 、逐 ふ 所 終に本 能の渦 足にあらす・ん Il 、露 骨 な る金 銀五

彩の色に外な らす. 邸 第 の 建 築 意 匠 の 新調 唯 金 碧 青 級 の 燦1: るを競ひ し も、あながも{こ無

理ならぬ失第であ っ た。 叉 さ うする 事 が簡捷 な戚l盤 の方策で〉 もあっ fこら う。

4' 9  x  



然し戟園擾霞Lの世に 人 主なれる武将ではあっ7こが 、信長、秀吉等の英傑が他面「茶道」

なる風'fftの道を嶋一み . 叉優れに美術の愛好者であっTこ事は幸であっ1: 。従って他面に「ア

テンのアク ロポ リスやパル テノンに 比肩すべき日本の古典的な建築J ( プルノ . !i1 ウ ト =  

ツポけ であり J 何代かの永きに渉る醇化に依って、あら ゆ る個性とか遇然性から脱化し

1: フオルムであり 、一つの完成され仁川木・竹・紙" 浩建築のテクニツクである。J ( 同容〉と

までの感激を輿へた桂離宮が替まれつ〉あつに J 叉其他の邸第や楼閣が澗達な力強い蛮逮

ｾ遂げつ〉あっ＿こ 。簡 雅な 茶室もその 優れに構成 を誇ってゐ ＿ このであ る。Ｈ註Ｚ向 茶 室は個

性の傘重 されに建築であってタウト の許は茶室に闘 する限りに於ては適切でないと思ふ〉

か〈今日遅蒔乍らその周到な計聾や雅致ある意匠を世界に注目さる〉立i反な建築カ> 着

k と創り出されて、利休や織部E や有楽・遠州の主f I き名匠を輩出し 、皇室には畏〈も特に

風雅の道に御湛能なりし後水尾天皇御在位あらせられ て、 一時期を建築史の上に蓋しつ〉

あつにのは 、貨にこ の桃山から江戸時代初期へかり でなのであっ 1: 。

豪華な桃山事術が他の一面lこか〉る閑稚静寂な「唯美 ・主義の宗教」に 醇化され仁美 と

共に栄え fこ事は、その時代の抱擁カの大きさ. そ の文化の幅の庚さが鋭はれてまことに興

味が深い次第である。

2  

却で桃山時代の茶室遺構を掲げる前に. 一目撃か〉る時代に設展 し1: 茶道の隆盛せし因 由

と考へらる〉摘要な 3・4 の核心し茶室の背景をなす思想とに鯛れる事が必要であると思

ふ。

後述する如〈茶室を命IJ i約する茶道には深い意義が含まれ 、且此の こと が充分に了解出来

ないな らば ・中世紀以後現代にまで貫流する日 本美術の最も優れ? こる英の姿は到底縦賓に

把握 し得ないといって過言でな い。

A  5 0  

次に茶道カ: か〈桃山時代に勃興普及せし要因を簡潔に要約すると失の如〈で ある。

1. 茶道の興隆は室町時代以後の趨勢であつに。印 ち既に「東山時代は膏に茶の湯の歴

史に於て一新時期を壷しに時代で ある許りでなし其文化は茶の湯を 中心として 展開( " '

? こものといふ事が出来る CJ ( 三浦博士監修; 堺市史〉 也lーであっ? こ。

2.  感仁高i後荒躍しつ〉志向文化の淵叢? こりし京都色 、営時貿易港として豊かなりし全

焼期の堺及び再興の博多 の文化との交流。

3.  茶の湯の精神が岬の思想に基づ〈所多し詩人の趣好に越してゐ 1: 銭差しく迎へら

れに事。

4 .  信長、秀吉の政策、殊に秀吉の茶趣味政策 とは重要政策のーとして. 史家の必十掲

ぐる所で ある。か〈 の如〈封建湾代の支配階級の政策として奨励され? こ事が茶道の勃興

に非常に力強い原動力 を輿へてゐる。

上掲以外に細目 の理由も色 k あらうが . 主fこるものは大関上記の如〈であらう 。其の中



2 の堺及び問多 は茶道稜展の上に は姉やか しい{i r. 置を l片めてゐる。殊に堺には 、紹鴎等斯

道の先輩が この地に件ーし. 又茶に要する名有罪珍什が支那共他の諸問から この地に舶載 され

向叉交易に依り 寓を衆めにi ; . 裕な一般賎民の聞 にーの教義 として、茶の湯カ; i ' J 彰手rt こる感を

示 してゐ1: 震 、有名な茶 人を多 < ｾ ｬＮＧＯ おし 、 京都 と 屑を 並 べ て 茶道 数 寄者の 淵薮 であっ＿こ事

賓を注意しな 〈で はならぬ D 博多 も略 、之 と同じ意味 に於て注意すベ 〈、叉市Jf l屋宗棋や向

屋宗室の如き 豪商で、且秀吉の征特役に際し重要な政治的役割 を務めに有力 な数寄者{ f 11-'， 

してゐる事 も亦見逃し ではならな いのである。

3 項は大徳寺と茶道と の閥係に於て明瞭に認める事が出来ゃう 。締要三味に耽 りし大徳

寺減の寺院は 、 室町時 代 末期に互 ｢ 、 漸ヨたその 文 化動 向 の鋒錯を 顕して 、 こ ｾｻｦ 中心 とし

て大いに茶道が勃興しにつ例せば茶の名陀が寺 中の師に前ij! 要・{ f 諮らひし数例を室長げでも

茶 組 珠 光 一一大徳寺一休宗純

武 野 紺鴎一一同寺塔頭大1111院古岳宗E

千 利 休1

}一一大徳寺古渓 ;;;隙

i5 岡 純 部)

小 堀 遠 州 一一台渓及び;f [月

の如〈で あって 、捕と の深 い闘聯を知り得る のであ る

茶室の背景をなす思想、は . 上述の要閃から略推察出来る其鹿には日本人の傍統と性質で

ある清潔 無 垢を崇ぶ特質が見られる。叉 ｾｦＦ 至ＨＨｻｦ傘ぷ思想 、は均買 を嫌って美を 一段 と高い段

階に進め に。「耐の個性主義が勢力を得るにつれて その考へは茶室に聯関 して芳へられ」て

きてゐ? こ ι ( 註 、f均是等の瓢に就ては期 日捨己氏の著「茶室の思想的背景と共構成 j (正lt 築株

式論叢〕 中に遁確に叙べられてゐる 、就 て参照されにい。〉

力、〉る背景のもと に茶室は h 茶の湯なるヱチケット或は生活に劃し 、驚くべき精織さを

以て、平面 ・構這 ・意匠 ・材料 ・採光毒事の各々が、用途に極めて忠賓に考究された合目的

な建築" として J 濁創と個性の崇ぼれる建築" として 、J εa閣閑弛青楚な人走して心眼を開か

せ且落著かせる空問を圏む壁建築" 主 して. 叉

て完全に融合せる曽み" として構成され程遠しに 。是等の具惜的な賓設は他の機舎に稿を

更め て設〈 心算であ るからこ〉には省略する 。

3  

前砲が大型睡長 〈なったa 以下桃山時代の茶室遺構数例を表示し 、篤影と相侠って簡明に

設明 しゃう。蓋し此種の遺構は多〈の茶室が「茅茨の座敷J 1こる草庵である矯. 緩めて腐

朽損壊し易 いの し 其の管理維持 lこ人を得な 〈ては到底長年月 の保存が困難である震 、多

〈は其跡 さへと Y めぬ中にあって . 幸に現在まで災を逃れよく保存され 、以て創建蛍初の

f弟を偲ぴ得る 極め て遺重な建築なのであ る。帝室及び闘pf のものは漸や〈字数であるカ人

未指定の もの も何れも 闘賞級の立祇な ものであ る。前11'1，:''' 三の脆風で高妥寺の時l Ti 卒が倒品、

5 '1  x  



し現在徒ち に日を過せば、この名席もi l ' ( 械の己むなきに至るであらう事を恐れる = 早〈復

哲保存の道を講じて怖を後世に遣す事無きゃう識者の注意を促し1: ｾ 、 。

桃 山 時 代 の 茶 室 遺 構 表 ( 昭和 10 年 9 月〉

名 務 or 在 地 イ乍 者 "'p 代 f尚 !Jli 

〈停滞洲披遺構〉

名 古 鹿 市 餓舞公闘内 古 問織部好 元 命 以 前 4  ｾｪ 字 選目 茶詮

殺 而 茶 室

待タイ
アン

Jj { 都府乙訓郡大 山崎村

千 利 休 好 天 IEI O年 頃 図賢建造物 2 帖茶家
庵

妙 草草 庵 内

〈偲E匠事終第遺構〉 京門都市下京 区本願 寺
沢 正 14

園 安建設物 附 の初暦東北に

飛 雲 閣 茶 実 前町 四本 願 寺 境 内 一 15年 附属 3 帖 *茶宅

〈体重臣楽茸事第芯構〉
絞首宮市中区本牧町

ク
図 賢 建造 物

臨 閥 原 丘11 内

( 偲楽祭賞Z治構〉 京 都 市 伏 見 区限醐

ク 3 帖 茶 室

枕 v!f '字・ 三 官 民 境 内

泌タン ニ1LiE9 す庵ン
爾 岡 市 夫前11町25林地

事1
1谷 宗 滋 好 文 鰍元 年t頁 3 山)j 't主茶家

平 岡 郎 内

JI[ 陽 坊 茶 室

京都市東山 区m仁寺沼 Rlf

*- 陽 坊主T 天 IEI 5年前 2 帖E在日 ;俗宗

建 仁 寺 境 内

( 偲伏見城遺構〉 Ｉ￬Ｇ， 者ｾ市東山区 Ｍ ｆ 河原町
千利 休 好文 総3- 4均三 J f! R普及京}母茅3F の茶室

長k 石E及時雨亨・ 高 E善寺 境 内

シー.'1.;'" ソウ ロ

横前市中 l孟本牧町

級悶有楽員T ク
図賢建まき物 3 帖3量目 糸ー吉良

理宇 主主 底
阪 J¥II  内

?  

月議殿に 附属

( 体伏見ヨ長減 益 構〉

月 殿

同 上 文語教3- 4年 閣安建遊 物

i ¥ 窓 庵

奈 良 市奈良 公 劇
古 回線部好 ?  4 帖主主目茶子E

子晋?I'( 官事物館構内

湘 南 亭

京 都 市 右 京区松 尾 町

千 少 庵 好 度 長 年 間 図受注 治物 4 中占選 目茶o?I'(

西 芳 三手 境 内

，首、長イ1ftヒ堂 及 び 大阪市番浪速医鴎町三丁目

茶 室 泰 鹿 堂
1101 屋 敷 駁 泉 寺 境 内

元手日元年前
普 段瞭 If l]及 3 帖湾塗 問茶 宗

1Jr  政宗 鐙 之

ジ ヨ
東京市麻布 区今 井町

級回有害賠好 元和2 - 3年

ロヨ i

ｾｮ＠ 庵
= 井 男 邸 内

田島3申占牛 大茶 家 ・又 暦席 と締す

註 1  Ｚ 一 原邸内臨春開及月 ｾ ｉ ｾ 殿 は 邸宅建築と見る方がＱｩ￭Ｍ然で ζ の 表に 合めるのもどう

か と考 へ たが謹子ノ I旬空宇あり 茶 室 の民2 問 と考 へて力日 へた。

す1: 2 :ー 上 記の他桂再佐官の 建 物の 一部を もζ L に入れる べき であ るが術研究 を要する

ので割愛した 。元泊 以 前 及元 和 のも の を入れたのは桃山時代 と清 倣す方 が 妥

党 で あ る か らであ る。

れ 3 :一 利 休 好の席で との時代の遺構と考へ られて ゐ る堺市南宗寺3引目庵がある 。然

し今手許にある資料によ っ てとの腕設を直ちに は肯 定 し縦 いの で他の機合に

譲りたい。

f ，; J 作者 は不詳乍 ら京 都 市 大 徳寺衆 光 院 関 隠j帝は ζ の時代 のも のと考へてい L

主恩』、 。

設 4: ー ζ の他何t古代 に廃する治構と務ナるものがある 。叉 ζ の時代 に合め た方が遁

営と思はれる もの もある 。 調査研究の上逐次締 』 、心ｾであ る 。

x  5 2  
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( 昭和 10. 9. 樺島)前 表 各 茶 室 の 卒 面 圃



第 l 闘 猿面茶室立両国

口

第 2 圃 猿 面 茶 室 断 面 闘
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表 に記載 しに順序に従ひ設明すると口

覆面茶室 ( 第 1 圃及第 2 闘)

猿商茶室は創め清洲域( ま誤認附 長 問) 内に建て られたといふっ以前名古屋市中匡

門前町の商品陳列所織 内にあっ fこが 、近年鶴舞公圏内に移建されに。

席は阿帖宇台目で 、卒函は織部好の特徴をよ〈現はし. } 未の位置基目盤附近の中佐や茶

道 口、勝手 口の布置等注意すべし台目盤の外に板橡があるのも襲ってゐる。

妙喜庵 ( 第 3 闘一第 4 闘参照)

利休作の唯一の遺構として、且 2 lt 占隅蹄; の茶室として由緒E しい名fご? こる席である口天

王 10 年 8 月秀吉山崎にて明智光秀を征討し?こる嘗時利休之を建てに と体へられる 。2 帖

茶室の西に . Ｑ 投仮入 の間力 ｚ あ り、 茶室の臆 と袖 壁ｾ隔 て〉釣棚がある。 ｪ 庁 ｩ が狭〈て而も

『間口が普通より大きし叉床が壁、天井全部隅々を塗廻しであるのし茶室の天井の意匠

が鑓化が多い のを注意すべ し 他 に類例を見ない貴重遺構である。

飛雲閣惜昔亭 ( 第 5 闘一第 7 岡〉

活本願寺滴翠圏中にある飛雲閣の茶室「惜昔」亭に就ては、閣の記述中これに言及せる

もの殆ど無し相営重視すべきこの茶室が従来割合に閉却されてゐるのは遺憾である。こ

の 茶室が ＷＱｾ 雲 閣 の建築 蛍初からこの位置に続いて建てられにものかＮ或は移建後建増され

にも のかに就ては向疑問の節があって 、越かには断定し難いが 、卒商の形式から見て、叉

内外の意匠から見て . 営時代の もの と考へられる。外観亦本屋 とよき階調を保って減柑で

ある。

席はｼ矧 の 初唐船入 の 閣 の東 に水 屋の 聞を隔て続寺 、 又治 ￬￟ ミえ ｬＡＮ の東岸 池畔 の ｊ ｉ ｾ 石体ひ に ｪ 腰

掛「胡蝶亭」及滑 りを経て、茶室東側の瑚に主主する様になって ゐる。室は 3 換字であるが

糊口内部に板張り の相伴の席がある 。第 71国に見る如〈左に床を設け他に望んで出書院を

作つに卒商で、「去鰐産の蛇木」と陥ふる珍らしい床位し壁色 に勝目旨系の袋緒色を用ひTこ

のは茶道の数奇の一面を語る興味ある費料である 。是と共通するも のを枕流亭内部( 第 15

闘) にも見る事が出来る。

室の外側の刀掛の意匠も特徴ある ものである。

臨春開 ( 第 8 闘一第 11 闘)

聞はもと豊公が華美を壷 して経管し? こ築紫第の北殿附近に特に苑他に臨んで経営されに

別殿で あっ fことい ふ。千利休の意匠になったともいはれる。

来楽第が駁さ れるや 文総 Ｔ 年伏見域 内に 移建され 、 後幾蟹遜ｾ経て 明 治 ｡ ｪ 年原氏の有

に蹄し、大正 4 年現在の地に建造修管されにもの。

現在の卒菌は第 8 闘の如 〈で あっ て、 第 9 闘で向って右に見える第 l 屋は瀦淵1. 花鳥.

鵠 の 間Ｎ台子の間より 成ってゐる。意匠は揃樹 、 車ｽ ｾ 妙 Ｎ 飛雲閣と共に桃 山時代別業風建築

の襲壁である。第 11 闘は第 l 屋台子の間内部、そ の水屈の取扱ひは頗る巧妙である。

5 5  x  



第 B 悶

総理許陪j 略半面倒

知

三

グ

ル

ι

;p 

t  

( 第四国一第 15 闘〉枕涜亭

3 費院殿堂前の庭園東南の丘上に建って

ゐる。第 12聞は庭園で 、表書院の 1 部純泊?

観護摩堂が見られる。右の橋の 向ふ の梢の

氏

辛

閉

3

3勾

聞に白〈見えるのが枕流亭の茶室の障子で

ある o 第 13聞は表書院泉殿から園池を隔て

〉亭i ? 遠望せるもの、昨秋の風害でこんな

に庭が荒れて 亭がよ〈見える様になった。

枕流亭は楽柴第の遺構と停へられる。改修のあとは多い

ヵ: 、共産匠細部に桃山時代のものと認められる特簡を遣し

てゐるので寺侍は{ J 在かであらう。

湛浩庵 ( 第 16 聞一第 17 圃)

湛浩庵は幅岡市奈良屋町の紳容宗湛屋敷にあったのが紳屋家慶絶

後陣 Jそして、 20 年前故卒岡浩太郎氏の所有となれ現在の地に移

され. 宗湛の湛と浩太郎の浩とをとって湛浩庵と名付げられに由で

時 雨 ; 事 例 波 紋 況 〈昭和 9: 12.  3 撮〉

3 帖宇の茶室

で、特に名器博

安棚が床脇に設

口あ? こりの手法

げである。貴人

茅葺の閑雅な草

博多にとっては

由緒深い名所; で

多文琳i ? 納める

も事きってゐる。

庵である。

ある。
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東陽坊茶室 ( 第 18 聞一第 19 闘)

京都黒谷真如堂のfl<j'で利休の弟子中元も 1t 数奇の名にあっ? こ東陽坊が天正 15 年の北野

大茶湯の以前に北野の地に建てにも の と億八られる。現在の建仁寺方丈裏に移される迄に

は随分輔々 とし1: ので . 茶室以外は随分補修が加へられてゐるが . 茶室はその卒商 l:A ｾｬ 桂

天井等の意匠手法に術よく蛍初の仰を存し位ぴの風趣豊かな草庵風の 2 帖蓋目茶室の好例

である。

傘亭及時雨亭 ( 第 20 闘一第 21 闘〉

高華寺の霊屋の上 、 治東ｾ蹴 下する山中 の樹初 Ｇ￬ 中に建ってゐる。元伏 見城に ありし茶亭

を此 山 内 ｬ こいつの頃か移建し ｦ こものといふ。傘亭は事府 Ｎ 時間亭は Ｒ 唐でこの Ｒ 亭の間取ｾｾ

快なる土廊を通 じ、何れも茅茸で. 1官ぴの瞳探き茶亭である。

傘亭は正 しく は安閑痛といひ千利休の好に成るもの 、屋根裏の構造共他に特徴める席で

ある。時雨亭も 亦 その平面や床其他 の意匠卓越せる亭財である。

春草埴 ( 第 22 I副一第 23 圃)

伏見城内に建てられ 、同城取段の際字治の茶商上林三入に興へられ、後上林家より同所

三室戸寺金戴院へ寄附され?こといふ。営茶室はもと月翠殿に附属してゐたもので . 大正 7

4下共に金蔵院より原邸に移建 されにも のD

傍ふに織固有紫の作であると いふ 3 九窓あり九窓、亭とも 11乎ぷ。茶室は三帖辛目の好例で

如l庵と 共 に有楽粛の好み になる遺重遺構で ある。

月肇殿 ( 第 24 闘)

上述の春草櫨と共に原邸に移建されに。市革は前者と同じである。数寄屋風の書院迭で

透彫の欄間等注意すべきもの。

八君、庵 ( 第 25 国一第 26 聞〉

此茶室はもと大衆院門跡の庭閣内にあっ? こものである。奈良の四軒寺慈眼院の茶室六窓

庵( 現在東京帝室博物館鱗内にあり、金森宗和好) 及ぴ元の四聖坊のオキロクヒ稽する茶

室( 東京市麻布井上公邸の八窓! i ' ( f ) と併せて大和の三茶室主稿へられ1: ものの一つ、明治

25 年現在の奈良子管室1事物館構内に移設され1: 由である。席は四帖葺目で別闘の如〈であ

ると記憶してゐる 。床の雨脇に壁があっ? こ様にも思ってゐる。先年念いで見せて貰ったの

みでノ ー ト等ないので、共中よ〈確かめ? こい。

同じ織部作の猿面茶室や京都市jfflifnJ 院正面下薮内紹智邸の燕庵主比較して味ふべき黙が

多い。燕庵は織部の邸に あっ ?このを費暦頃現薮内邸内に移建し? こ由で、露地の庭石等はよ

く奮趣を停へて ゐる。

湘南亭 ( 第 27 闘一第 31 闘)

亭は正 し〈は淵l南亭及茶室松庵 と名付〈る のが本堂であらう 。即ち池に商せる三方開放

土天井の庚橡が延元 4 年夢想園師創建lこか〉る湘南亭であり 、慶長中千利休の第 2 子少庵

5 7  x  
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がこの対日南亭を再興同時に茶室松庵を附設したもので ある。

茶室は 4 帖葺目の周; で 、知前昼にすぐ接して床があれ叉入 口脇 にけi書院が設げられ? こ

特徴の ある卒商で ある。首君主す幽寂の西芳寺庭中に 建つ枯淡関税なる艦・致は主IJ底筆紙に策

し得ぬ。

蔽帯堂及茶室泰慶堂 ( 第 32 闘一第 33 闘)

願泉寺の 31 世定龍茶道{ f 普F ¥し 、豊 臣氏の大阪に居城する や諸公大夫士就て茶叫を易保

ぷ人 多 し 伊達政宗公も共一人であっ?こ。 秀額滅亡後公の封地に阿るに あ? こり、その第令

茶 室主? 定能に贈る 、営寺上記の建物がこれである コ

客殿は書院迭で その 一部に怖を切る。茶室は三投手話，目でよ〈古趣を存 してゐる。

如 庵 ( 第 3-1 闘一第 35 闘 )

信IJ め建仁寺塔頭正体院 に建て られ1: 。明治初年東京三井邸に移建され 、今もよ〈奮慨を

保って完存 して ゐる のは菩こばしし 、。 織田有柴( 信長の弟で有楽新古rJ}i'n; e蹴しに。 元和 7

年 70 ;成淡) の好で 、室内の壁のj毘貼に古暦が貼つであるので古暦の府 とも呼ばれる。

捌 口が屋根下玄閥こf::聞の隊な所 に商して ゐる 事や 、茶室内床脇に三角形の床板が入って

ゐて その 震に 斜の 壁 が ｬ ｩ ＱＱ Ｓ ｾ て ゐ る事 、 叉 ［ 院の 隅角に剖 が あっ て 、 火燈形 を ＿ 考 ｉｊ 抜い ＱＺ 杉 板 を＿

i保めである手法等、費つ1: Zf- Il ii とその構成には頗る特徴があ る。

( 昭和 1 ・.9. 7 津島英太郎)



松 向 軒

、r

しー 哀 庵

藤 原 義

1/ 建築と J社 合1/ の本年 7 月蹴郷土建築特輯慌 に於て、京都近郊* 室の名m; Ｒ ， Ｓｾ ｲＮｴｻ介し ｦ こ Ｐ

Ｑ＾Ｚ稿は云はば その 組事 で 、 相唆らす州 ｬｾ 、潟民主＿並べるこ＾Ｚｾ許され度い。

大徳寺山内には天下 に聞 えに名茶室が多いo 1瓜蓬庵忘本及 び山室! 未の席 、真 珠H巨峰ーま軒

等はあまりにも名高し、。松向車Tや菱重曜は知る人は安1 I Ｙ 知らぬ人は Ｉｾｬ ら ぬ科度ピカ［淡 Ｑ がな

草庵で 、 巧みな 意 匠に成るとこ ろが甚 ｴｾＧ 多し ｅ つ 雨者 は頗る 相似て、 ｉ 而も そ れぞれ特色

を有するものである 。

2 ・松 向 軒 路 地

松 肉 府 の 路 地 は 貨 に 静 寂であ る。苔は1まかに

さ主ひ! f f 石 にはえも云は ぬさ び が出て ゐる 。高綱

!覧 の庭を廻って 、 此 路地 を肉」、か ら来て、燈 衡

のととろを右へ ( 望号良では左 I'C 見 え る 〉 折れて

茶需に 歪る。

与

t釣

命_ ) ｾｾＨＩ＠
、。}

J  -r9_  

，ου 

. 高 桐 院 松 向 軒

松向車干は大徳寺塔孤高綱院の庭内に在り 、

細川 之郊の好みに 成 ると 1専へ られてゐる 。路

地の奥に切妻尾根を E 面に見せ、そ とに糊口

を関 昔、 内部は二虚子干目 の茶宗とその 奥 に三

盈 の7 H量がつピ舎 、一部修補の筒所もある が

江 戸 初期1の甚だ 古i炎な味 はひを漂は せてゐ る
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3 ( 上左〉・松向軒路地

角 ｴ￮Ｒ 闘 Ｇｊｾ 簡 の後ろの 路地か ら茶察の 方 士 見た と

と ろ 、 飛石 の 放 款 と 問 ｅ 泣の巧 み さ は 、 政ある Ｉ ［ ｾ

，Xi¥1'.IiIi IWI ' でも尤なる もので みる 。

4 ( 上右 ) ・松向軒路地趨蹄

費 ｾ Ｓ 闘 の 庭石偲ひに茶吉宗に至る右方に跨ｾｮＺ Ji fl ち

手71<鉢 が あ る。大きな礎石形の石に 7ド鉢を侃り

周りに樹石の間近よ ろ しく 、後 方 iこ総il'! 1燈 絡 を

西Eしてゐ る。

5 ( 下 ) . 松向軒入口

路 地の突 'i:¥・り 、 1'.11¥川百があ っ て鮒 !- I が造 られ て

ゐる μ 制j wの 1'. 方 tこ首い・下 地窓をみ け、 その 1r.

-IJ 11h援の附 ノコと ころには詞 ゆ る万鋳けの小 棚 が

設けられ てゐる。



フ ・ 松 向 軒 内 部

制口 を入ると二 Al! i ' i 目の茶室で 、第 l 聞に示

す 仰1< 、中性の角に鑑を切り 、手 前 盤、間側、

風雌窓 生事の 闘将ｾ : d ; 貨によく出来てゐる。 一方に

床を必り 、床l協は検 でー設 の処廊 下 止なっ てゐ

る。天 井 は胸口を 入 ったところ 掛 込天井 、床前

It 竹生存様に杉薄板張り 、手 前 盤の 1-. il 竹隼憾に

ま ζ もそ mひてゐる。

6 ・松向軒瑚ロ

糊口と上方下地慾 との l釧

f糸が如何に も無線作 に Il:l*

てゐる。

土 |間! 鼠の石 の西t泣 も勉 め

て 自然に狭い場所を巧みに

Ni i泣し てゐる。

8 ・松向軒水屋涜

茶室の奥は 三 ｾ の Ｗ Ｑ＼厩で

東 南閑は高綱 ! 民の建物 に遁

じてゐる 。

一方には戸棚 を中央にし

て左に 三 角仰11. 右 に流し が

あり 、棚 の ｾ 医は俊化 に Ｇｪ ［Ｚ［

A でゐる つ
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9  主林院蓑庵

A

o

F

 

:: f;' 林 l淀も大徳 寺 山内 の培 磁

で あ る。玉林 院の廊俸 ひ iな

床ηJ HJの 前 を逝 っ て行く と

奥 l亡王室町Eがあ る。 如 心1制I

みの草J f t l ! で江戸中19J の もの

即 ち、松 向 軒 より 少 し後れ

る茶室は 、三盤中板合 目、

Ｗ ｪＨ ｾ量其 他 に板のＯｬｴ ｬ を炭 〈 造

っ てゐる 。

床 の 後 ろ板 聞 と銭形 廊 下

との 協は随lでは壁のやうに

書 い てしま っ たが j 'l: は油 行

({t 

出来るのである 。

ぺｾ

1 0 ・蓑 庵

ぷl俗は 切妻を E 而に 向 け、

百万 に U::J! 仰 を I; (Jけ 、 そ ζ に

蹴J l- I a: ［ Ｚｾけ 、 ｈ ｊｪ 口 の 卜 ｟ｬ｜ＱＱ に

nい ド地主主; を聞けて ゐ る E

ζ ろ 、 松向 拘 に甚 だ よ く Ｈ ｬｾ ｟

てゐ る。 路地 の美は 彼 に/Jt..

ばぬが 、路地の 中途に 待 合

を設 けたり 、 少 し離 れ て 跨

ｾｍ が あっ た り し て 、 政ぃｾ

じを 奥 へ る。

1  1 ・蓑庵

E間口

制司 、 Fj也

2まな ど松 l旬

新: そっ く り

であ るが 、

土!日j 腐 の石

の西E泣 な と

!土佐 め て 簡

単 である 。
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1 2 ・萎庵内部

路地は松 向車干に及ばぬ

が、 内部 In立医:坐慌 で

床、花玖 口、 中柱 、二

重 側、天 井の あた り商

1 3 ・蓑庵内部

ｾ［需の益 Ｑ 訟の ｼ 切に個 ｬ 尺 Ｕ

寸 ば か り の 板 を 挟ん で ゐる

Jl ll ち中板台昏で ある 。そ し

て、中佐に近 〈見置が切 っ て

ある 。

中牲か ら地、制 側 、 風 燈

窓 、 の関係はヰ公向車f によ〈

{ 似てゐる。

1 4 ・蓑庵天井一部

茶Ｚｾ主天井の一部は 鋳 込み と し

そ こに天窓が 治られてゐる。

此天窓は最初j か らあ っ た もの

か後世泣ら れ た も の か は 一 寸

見たととろでは引j らない 。材

料十 仕事の具 合 で は新 L ( 量生

っ たやうに 恩 へる 。 床前 のノ、

弁 1.1 竹生存僚 に杉)iIj.板lゴ 上 手

前必の上は竹生存徐 にまこも を

fIl 'U' てゐ るu

6 3 穆



近 代 数 寄 屋 住 宅 巴 明 朗 性

士

口田 五 十 入

般 寄 屋 と 住 宅

古来からの数寄屋鐙築に ｉ 明 ｬｖ ｈ 主 の ｾ ｾｴｾ ｮ して出る事はＮ 周知 ｬ の事 賓で あ る。きれば如 何に

して、之を明朗化す か。 明るい住宅とするか。柳か自分としての意見を述べ て. 先輩諸氏

の御批判御指導含仰ぎ 7こいと思って居る。

由来数寄屋なる 詩議に は. 古 〈から 極々なる異設があ るが結論 として、茶席建築でゐる

主要には一致して居る 。従て数寄屋は茶道に劃する道場、作法室 と解してよいと思ふ口勿論

住 宅 で は 無 し 性 宅の附属屋 として、而も衣食住の何れ にもあ て巌 らない部類に属する建

築である以上 『数寄犀鐙築』 と云ふ こと は云ひ得るが .r数寄屋住宅』 なる語は第二義的の

言葉に しか過ぎなし、。之 を巌密に言ひ表すなら『数寄与屋住宅』即ち「茶室趣味を攻入れた

住宅』 と云ふ事に 於て初めて明瞭なる言葉を構成する課である。

茶室は誰でも知れ る通り、室ru]"時代に足利家ー識が北山 に金閣を 、叉北白川 の溢l ) l : i .K¥ 

閣を建立してその般賑 を誇つ にとき主主 築 し Ｑｾ とかが 始 祖である が Ｎ その客 聞 のほ ん の一 部

として夕佳亭( 建築年代は遅れて居るカリ東求堂 を建築し て. 金閣銀閣の豪華版に謝し て

佑ぴの趣味、即 ちその C ontr 乳st としての数寄屋を設備しにのである。それより桃山時代

の隆盛期を経て徳川期に入るに及んで、之が迫々住宅化 して 、32に数寄屋住宅の存在が明

かに なっ f二課である。

然して此数寄屋なるものを其ま 〉住宅に取入れる と言ふ 事、それ自身力; 自廷に無理である

由来茶室は 前述の女n<茶道 と云ふ規絡に従 て建てられ 、殊に徳川期 に這入てから、その約

束は極めて繁雄多岐に渡り」寧ろ規格に堕し . 諸流派が その勢 力を争ふに及んで全〈嘗初

の茶 ｾ ｕｉ 恨 の主意 、味 ひ等を波 却 して仕舞つ ＱＺ 。その繁 維 なる 約束 を徒守し に 茶室 特有の

「ウ ;l - ザサ J の $t い建築を其ま 〉住宅に取入れる事は全〈 蛍味 を成さない事で ある 。住宅は

本来どこ迄も Tfl :{J 家』 であって形式を その主幹とする建築であっ てはならな い。

茶室 住築の住宅として成立? こない 貼は数多あって 、tx曜に i皐がないがその諸黙を一語を

以て 云へば ｾ ｮ 月 ｊ ｾ ｊ ｙｬ に散りでＩえる事Ｎ即ち 近 代性に乏しい事 』 此言葉を以て従来 の 数 寄民

住宅 全会1; し得1こりと云つでもよからう。

数寄屋住宅の明朗性とは何か

建築の明朗性一一此命題は新興建築 方I自i に於ては羊〈から l喧し〈云 lまれて居る 建築{ 尉牛

の一つ で L e C orbusi er， gropi us 氏等の建築の本賓として研究され牽されに事は建築家諸
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氏の等しく知る所である。然るに何故に数寄屋住宅方甫1ーに 於ては . 此問題{ t > 等聞に附して

居るか、而も近代数寄尿建築と慌して居る輩カヘ その第一義とする明UJ l 性に針して制めて

無闘 'L. 、なる黙 、全く遺憾に| 耐へない次第である。

しかし叉、数寄原 住宅の日月WJド上が奈漫に1 t 在するかと云ふ燃に於て . かなり誤解 して居

る庭があると思ふ。或る人は その明朗性を解しに と構して、先づ家の軒高を? 上げ 、天井 {t>

高〈して室の容 積 を増し、待Hl その開 口を多〈して事足れりと考へ 1. 出る人もある。叉或

る輩は照倶勾配を?急: にし、軒を短〈し 、保l聞を庚〈して能事足れりと考へ t: 氏もめ つに。

之等は勿論 . ある種の明H)J 性を考慮し7こには j主ひない が、その結果として その居住者から

『此家は杢< ; 寄付かないで困る J と云ふ不平を聞くに過ぎない事になって仕鮮つに 。

所謂此鹿で云ふ明良J l 性とは 、決して建築篠令 に依る採光面積を意! I 未するものでは無い。

言換 へ れば ｲ 感費的の ｊｾ ｬ かき ， ｈ 感電に評へる明朗安 ｊ であって採た量を計算して見たら Ｎ

或は 10 分の l より採光由.積がないかも知れない 、 しかしそこに理論以上の明朗性があっ

て居住者に満足を輿へられると信す・る。唯徒に硝子の面積のみ増大する事は . 西日の強烈

な我園. 北峨の 如 < gl oomy の天候に斗り仙されて居る閣と遣って暑 中は南肱北阿の気候

と費らない我園では、此裕子の面積のみを 以 て其明良n性を考へる事は考慮、の疎地 が深山に

あらうと思はれる。

明 朗 工 作

( A ) 卒 面

建築は言は挨 fこす. 先づ考慮を挑ふ慰は卒商計聾である。平商に留怠しない建築を詳し

て u' 葬棋の豪華版J と許しに併蘭西建築家があっ 1こが、苦手ち得て妙である 明朗な卒面一

一誰でも考へて居る事で賓行し難い紘である。 妹 に数寄犀住宅に於ては複雑なる 屋操. 重

厚の平面 、 暗い廊下、従って通風の扶如等 ‘ 誰でも経験する底であり 、 叉地所の蹄係上

C o mr act の卒面. 即ち潤逸風の平面になる場合には必す・暗部が出来て困るものである。

此庭に 2 つの方法 を象げて見7こい。

(  1  )  中庭よりの採光法

(  2  )  中廊下に T opli ght を採る法

此方法は誰でも熟知して居て 比較的賓行されて居ない場合が 多い。 多|ミに線、 2 階の数寄屋

住宅など金〈歪維と云へょう 。之には先づ平面計撃の際. 中廊下の上部に 1 階が* ない犠

T opli ght が取 れる様計憂す可きである。

( B ) 贋 橡

近代の生活様式はどこまでも二元的である。衣服1こ於ても 、食物 に於ても . 叉趣味に於

ても然りである。勿2命数寄犀. 住宅に於ても生活力: 二花的である以上蹟株主? 取って椅子を配

す事は現代建築界の?有識であって 、 も早や A nachroni sm とは云へない。

之は普通 61- 91 取っ て居る。 然るに此矯め後の室は採光商積少し 殊に雨季にでも入れ
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ば到! 定その役をしない程度の場合が多い 。

此用資橡 { f 取る事l立自分 としても 非常に営 を得てゐる方法と思って 、度 k 質 絡 して居るが 、

成像の後の室に如何に明11)] 性{ f 9i! へる かが問題であ る。

先づその方法として 下に 4 つ詑し て見ょ う。

(  I  )  月資徐の内法を上，{ る方法

(  2  ) 庚像 の似l聞 を高〈焼くする tj 法

ぐ3 )  庚 伶の床を? 下げて室内に針する反射光線を精力11 する方法

(  4 )  i 、opl i ghts を採る方法

以 上 の 内 で Ｈ りが最も効果的であるが Ｒ 階と の ｾ ｉ 係上質行難とも云へる。 Ｈ Ｒ Ｉ の 場合 は

所消終付かぬ序. 敷になる恐れがあ

る。 ( 1) はftf 高が定って尉る以上

みn

' .1. 1  
li:;，1  

/  

後り効 l史的で無い。 自分として は

( 3) の方法が良いと思ふ。 出来得

れば之に i ‘opl i ght を併用す れば

最善の方法であらう。

此 ( 3) の方法は古〈 は寺院の王

耐に白川砂 を敷いて、 それに j又射

しに光線が恰度俳腫の慈悲の澗顔

{f Ｔｾ ， ｯ の角度に ｪ 照 らして Ｎ 奔する者をして信仰の念を起きしめにと同じ様な型 ｼｬ ｊ 命で、床

へ反射し1: 光線を以て室内を 照明す る方法で. 間峻で桐'ilf; lose はあるが . 比較的効 果的

であるし叉 . 此理由 以外に床を孫す事は. 投 敷に端康した人達 ト尾崎欲の椅子に 目安 全掛け

に人と の11 ¥見綿が同一の level  に置 かれて居り Ｎ ｾる 人 と腰掛る人とが甲乙上下無〈快談

し得る長所がある。 Ｈ 第 Ｑ 圃 Ｉ 。 然し更に有効方法としては Ｎ室 の 前 の後を Ｓ ｦｾ Ｔ ノ Ｕ に Ｎｬｬ ｊＮり

その側面 ( 縁側| ぽ南とすれば東に位する旬置) にj択を訴しに販機金取り、更に此鹿( ， 

T opl i ght を切れば全〈 明朗 その もの 〉室が汁l来 るであ らう。

( C ) 天 井 高

官の武家建築の天井は随分高かっ1: 様亡が 、数寄犀は性質」て相営低め に天井を張つ1:

しかし御殿i盆は例外として近頃の商皮 、丸太も のの建築 に驚〈棋の高い天井を見受げる。

殊に 10 f}色でも -1.5 捨1でも同じ天井歓きで あっき り方付りて め る住宅がある 。

勿論天井高は ｦｬ 司 ｫ の安に依て異なる可きではある。先頃天井高ｻｦ ￆｾＺ 教に従て公式に依り

7とめに建 築家があっ た。そ れは、例八は一内法を 5.8〆と押へて、 その lての小型をの高さを 、そ

の室の段数に或定放 を掛りて計算するも のであ る。

天井高 = 内法 + { ( 投敬 x ( 定数 ) ;，.. ( 小笠の高さ ) }

此方法は室の腐さ の違ふ毎に天井高が異なる矯め理論よ非常によい方法と云へるが. 材

ｘｾＶ＠



料 . 用途 、探光の多寡等の諸{ 康件が{問k に遺ふから . 此れを

一律の算式に依て決定する事は商白〈ないと思ふ。唯参考と

して置 〈可き ｦｾＧ ら う 。

兎に角室の天井高はその明良) j 度( 明朗さ の量度) に 大防l係

を有して居る事は明かであるが . 概 し て 客 閉 そ 高 し 鼎 問 、

床の間を普通に 、寝室を低〈取るのがそ の原J!IJ である。

乍然、室の天井 高ｾ考ふる と同時に柱と 監の部商を研究し

なげれば 、 はっきりした明朗度は ｈｾ て 来 なし、。共に此駄を述

べて見 ょう 。

。
② 

(D)  柱と壁の部面

此問題は数寄屋住宅に封する明朗性と最も重大闘係を有す

る事柄である。 先づ従来の和風住宅の一般の壁面を考察して

見ょう。

普通壁面は寄敷M- . 内法 . 天井廻徐に依て壁面を 2 つの部 第 2  闘

面に仕切られて屑る。更に 之を言ひ換へれl工、見る人の硯野の内には 、下から順に見」ニげて

( 1 ) 盤 (  2) 内法下の壁 ( 3) 小 壁 ( 4) 天 井

即 ち」二下 2 つの平1mと. 木材 に依て仕切られに 2 つの壁環 ( ri ng) 合計 4 つの部商が腕

。

ｴｾ＠ 3 間 野に入る詳で ある ( 第 2 圃 )。

' / #  活。'1 J1t上更に天井長事pがある場合は 、5 1/司の部商に仕切ら

② 

れる事になる( 第 3 園 1。

之を別な Ver tical の方面か ら詳察すれば . 六挫の座

敷として柾と佐との間の部商が 8. 乃至 10 ｾｊｩｾ する事

にならう。之に小壁の釣束 、 建具等ｾ配するときは 、 そ

の部面撤貧に 20 に近い数となるのである。叉天井を竿

総と考へる ときは l 問 5 枚張として、 60 働に仕切られ

て居る事になる。

か 〈考へ来れば、 その縦横無設に仕切られ? 二壁商天井

f 些も縁に依って仕切られ て居る) は室内の明朗度を減十

る事甚 ＱｾＧ しし数寄屋建築特有 の 『ウ［ｌＭサ、 ｊ が主 ｮ 買に

表現されて腐 ると 言はなければならない。

此繁雑さか ら 脱し 、 『 ウル サ 、 ｊ ｾ 排除して明良Ｉｊ ｦｬｴ を増

加lせしめるには如何なる芳法を選ぶ可きか芸大に述べて見

ょう。

先づ室内の諸材料の盤化を出来る 丈け箪純化して 、前

もマ x



② ② 

。 。

第 4 間
第 5 間 第 6 悶

越の部商数を? 可及的に滅するにある。それには下記の方法が考へられる。

( 1) 内法上を大壁にする方法( 第 4 圃 )

( 2) 天井を壁主同材にして . 内法上の大壁とを連絡せしめ 、之 を一つの部面に見

る方法( 第 5 圃ノ

( 3) 長押 、附Ij I 鳥居を見守. ( 2) の方法に依 b 天井から下りて来? 二大壁 と一つに見

る方法( 第 6 圃)

( 1) の方法は長押のムネを少し〈出してノト壁を大壁に 見るときは. ノl、壁全部を一つ の部

商と考へ . 相堂の明朗度を増加する。

( 2) の方法. 之を ( 1) の方法に 、更に天井全部を同材の壁として 、小笠と天井{ e 全部の

一部面 と考へる方法で J 従来上下 4 部面に仕切 られ1: 視野は 3 部面に減じ 、ぞれ丈り明朗

度を増加せしめる事 ( 1) より更に効果的である。

( 3) の方法 、最も近代性を帯ぴ fこ考へ方で 、長押 、Ij I 鳥居、附鴨居を全部大壁に見て、内

法下の壁面 と小壁天井とを同一仕上の一部面と考へ . 建具を? 除〈ときは室全骨量{ e 床の商と

壁天井との 2 部面に見倣す考へ方である 。

此れは最も効果的で、見る人の覗野から 縦横架梢材を 大字排除して、明朗度を結論に迄

増加l しに方法でー是以外恐ら〈他に勝る考へ方は直ちには 、見付かるまいと思はれる位であ

る。その罰金〈近代新興建築 l壬近いも のであ ると云へょう。

結 論

以上述べ? こ敢寄屋住宅に聖母する明朗性は必すしも、数寄屋住宅に限られては居なし・。兎

x  6 8  



角古来から の 数寄屋は日月 ｗ ｬＡ支少し近代生 ｾ ｩｦ￯

と全然背馳しt: 黙が多い ので 、特 に数寄屋住

宅として考慮し て見たのである 。

従来の数寄屋住宅は兎角 、過古の住ひ。老

人の住宅o e云ふ感念が強〈 現代の第一線に

立つ近代 人には何の闘り合色無レ如 I ( 考へら

れて居る馬ｾ 、 金 〈 自 分等の様に 数寄屋建築 、

を手にする者 に主 つては. 逃亡遺憾の限りで

ある。之は 過 古の数寄屋住宅に 『明 ｦｾ ｊ 性の扶

如』と云ふ重大な短所があっ t: 所以で . 此思

何色云は れでも. 一言の申聞きも立1こない課

であろ 。 それ故、今日よりの数寄屋住宅は一

段の明朗化。朗かさ。 lこ生き生きとして若 寺

近代人を大手を庚げて迎へねばならない。そ

れが数寄屋建築家の責任であり義務である。

( 上左〉 杉本邸 - 階上入側

( 下左) 倉田邸 ・玄 関

( 下右) 熱 海吉住邸 ・

水屋と座敷

"敏 寄 屋 住 宅 の 構 成 " 宮 田 五 十 八 作
69 父
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岡田邸 ・階上廊下

岡 田 邸 ・ 階 段

岡国邸・ヴエランダー

)( 7 0  “敏 寄 屋 住 宅 の 構 成 " 吉 由 五 十 人 作



道 慶 作 三 塁 大 日 数 寄 屋 指 園 解 説

佐 古 慶

千宗易、利休居士に道鹿といふ高弟のあった ことは 、世に知られてゐる。茶人停には多

〈卒野道桂 と警かれてゐるが. その系聞に従へば道主t の方が正ししまに姓を卒町' とする

ほ彼の生地をもって誤り傍へ1: ものである。拙文「道出惇J ( 瓶史、昭和十年十月枕所祇〉

に於て述べ fこ古川、道鹿は続長州卒野郷の名門. 坂上七名家のうち成安家の出であって . 通

稽ｾぱ五郎左衛門といひＮ利休の姪宝寺＿に営るといふ続柄まで、成安家 の 系闘によって最近

宇Ij かつて枇 。 この道腔にに二人の姉カが; あり、次姉E税誇は峨従兄弟の成安鯨宗作 に鋭蹴蜘iωし、でゐる。

宗作夫婦が j陥J布初目仰げ Tにこ女お

お飽の弟次郎左衛「門うも亦そ の養嗣子になつて 、7 代清純 号常号古昨字白閏十一 . 七 と改め家密舵含

ぱ縫〈ぐ，、。して みれぱ迫i) ; 1皮主と奥野家の 7 代j清脅純と は. 叔父甥の績柄になる わけで 、清純がf慨反

親となつ て道蹴箆の g息、女芸諸zを押卒野次娘州州良創郎l日l兵 街 雲 lにこ嬢内てゐ ること の次第 も帥刊州牛中判IJ抄]

野家は京 、悌光寺 了紙上人 の悌弟子. 費舜と し、ふ; 念、併行者に 出で、元待、 2 年以来 この卒野

の地に居住し、 家体の秘築調胎湯を 弘め ( 文明年間〉現在は十八代清順に及 ぶ とこ ろの醤

い家柄である 。ま ?こ世職 の傍ら文事にl者み深い家筋であっ て、十代清順 翌 十二代清l順位

の ま ｮｾｱ ［ｬＺ 歌 人として 世に著はれ ・と もに法橋位持授し て ゐ ＿ こＨ 拙 文 「 ｚｚｔ 法橋奥野

保悟」大限史談合報 、昭和十年七月 蹴所載記事参照J 。

か ｴ［ ＾ ｾ る 因 縁伽をも つ奥野家 ｺ訴 ｺ 三詐早 ｅ 野に 、 未 ｬ

の邸内に設bげ7 られて ゐて も首然では なL 、ゆ力か》、。 7七こY 憾む ら 〈は既 に明暦 2 年の昔に . 取鼓 さ

れて了まって現存 してゐない ことで あ るが、幸ひ詳細 を極め 1: 指闘が残っ てゐる から 、お

よそ の 結構は 鋭 ひ知ること が 出来る口数 寄屋 は 三盛大 目で あっ てＮ手ｉｪ休 の 作Ｎ 京 は高 ｾ寺

の も の におなじとか聞 ＼ＮＰ 指 聞 は美 浪紙 を 七 校 績い ＱｾＧ 長 尺 でＮ卒商闘雲空 の 次に先 づ 惣

記として、

1. 床 の内天井高

下地敷居 より 天井まはりふち 下 まで 7 )ミ3 寸、

1. 11市天井高

Ｑ ｾｦ より地 敷居まで Ｖ 尺 Ｒ 寸 、其より 下 ｬ こ天井ふ もも に せ有Ｎ 天井まはりふも 下ま では

地敷居よ! J 6 尺 i 寸 、

1 . 同天井ふち竹

床 外 1 間 2 挫の問、上には竹 9 本 、雨方天井 まはりふも そばに竹有 、大盤 上には 6 本
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1. ( 略)

以上の19目を場げてか ら.

床の内分、

下地窓よし数の事 、

北の方つき あげ窓の事 、

中桂付棚の事、

こしはり叉反古張の事 .

右の 9 項目につき吏らにこと詳し〈認めてゐる。

例へば

床 の 内 分 但 、 皆かベにてはりつ りなし

些 長 4 尺横 2 尺 4 寸、地敷居庚さ 8 分半、 何 れも 同じ 、些のあ っき 1 寸 5 分半. 是

板敷よりぬりぶちまでの高さ也 、

床ぶも 〈ろぬり 也、 l享さ l 寸 5 ぷ、但大めん取 、庚さ 5 分地敷居そばにも上下 tこめ

ん取、此外に下に 8 ぶ宇の地敷居有‘ 是 よりぬ りぷも高 さ2 寸 7 分.

床落しかり. ぬり ぶち下の地敷居よりあーとしかげ下端まで 5 尺 1 寸 D ぶ.

同は' > 2 寸 4 ぷ宇あっき l 寸 2 ぷ、床の内天井まはりぶもよ りおとしかげ下はまで

2 尺 3 寸 5 ぶ. 卒のがま天井よ bおとしかり下端まで i 尺.

1， 花かけ折釘、地敷居より釘下まで 3 尺 3 寸 i ぷ. 但 . 釘は〈ろがね也云 k

1， 掛物の竹釘、床の内天井まはり ぷちよ り釘の下端まで I 寸2ぶ、釘かベより，Y'，9ぶ云 k

と。殊に掛り釘の寸法に至つては. 念を入れて日r紙に書き改め、紙捻でもって太さをぱ計か

る控なんど、苦心、を凝らせるところ清撃を願八れば幸甚。

窓の事、

にじりあカリの事、

火とう口 かつ て口 の事.

刀かげ 棚の事 、
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建 築 法 規 に 闘 す る 質 疑 懸 答 欄

膿 答 法 制 委 員 曾

閃 法施行制J ! I J 第二僚申話番又は屈書は !1r!s' i守勢

祭器を経由すベし

上に到し ;要求す る件下の刻1し

所特猶5察署は之等提出に1 < ; し建築係不在中と錐

も一般執務時間中な れば午前午後の区別なく受付

に於て取扱をなす事に願ひ たし。若 し現在の 如〈

牛前午後の 区別な〈係員不在中書類を受付ざるも

の とすれば其問恰も弊祭袈の休みに均し〈して行

政上大なる矛盾と云」、べき なり。

答 御題旨の車 Ｑｾ は 機 を見 て 各関係官 ｴ 局に具申致

しま せう。

問 兵庫l係に於て家庭の外壁廻り柱の上下取付

部のt ! : 口は風水省f後長柄五松打止決定 したる も長

柄 とは幾何の長さな るや又込栓位置につき御指示

乞ふ 。

答 J.s. 7J < : 笥' 後特に規定を設けたるものに非ず、

長柄込松，J. 建築技術上の沼念 に依 る。

1宝際問題が起って困って居ます。此厳 を絡 む人

の出ない様な方法がありますま ν、か。

問 革Lは昭和へ年同月 に大阪府知事の認可を受

けて建築 1<こ清手し七分逝進工した時隣接地の者ーか

ら敷 地 境 界 線 よ り i 尺 5 寸以上後退世 しめよと交

渉して来た ので答掃の限 りでないと打ち捨 て泣 い

た所突然裁判所から工事中止の判決が来たのです

即 ち隣接地 の者が供託令を絞んで工事中止を命せZ

しめた。先方 の云ひ分は民法の二百三十回 線 に依

って訴へを起し たのであります 。地方長官の建築

認可して居ます こ とは民法の二百三十六俊に依る

のであ りま せうが兎も角 此字をして居る問 に巳に

2ヶ年 と3ヶ 月経 過 して 了って居 ます剣決は何時に

なるか会〈分らない。折角地方長官が建築すると

とを認可しでも工事を治め鮮な ν、様な事が各所に

演せ'ら れた場合今後建築をする多数の人が 此の様

な事でもあればどうなる円 でありませう。然も先

方 の供託令は1 < Yi か に'額面 200 国Iであります事 を思

ひます時京大な貨際問題でありますまいか此轍を

踏 まない方法を教へて載さ度いのでありま す。

答 1 . 市街地建築物法 κ 於ける建築工事は防火

地匹内に於ける建物の部分を銭す防火笠 i士土 地 の

限界線 に接して設くる ことを認容し( 同法第十三

依第二項参照〉 居るも其他の場合は同法第十六僚

に基き同法施行規貝1) 第百件| 十 三依 1て依り認可をな

すも のに して民法第二百三 十四僚に規定する事項

は夜、" l i f 上の要件にあ らず且fl ち知事 の認可は想に 市

街地建築物法上の認可 にして 他の法令に規定され

たる事項i ' こ付ては各其法規 に依 り権利を砿保すべ

)( 7 4  

きとと I列なり

従って本件 は地方長官の闘奥 し符ぎる 問 題 にし

て民法 t の裁決 に依る のタト無之と思考す。

正直而鴛念内務省都市計劉課長から石 川l採知事宛

の回答文 を下 に錦織致しますから御了知相成度〈

下 記

市街地建築物法施行規則第百四十三僚の認可に

関する件

(附 3 年 12月 町 牧 第 税 扱 )  

石川県長切事宛 都市計劉課長回答/

昭 和 3 年 11 月2) 日後保第 793 ｾ定を以て標犯の件

御照合中目成候B住民法第二百三十四僚に規定する事

項 は市街地主E築物法施行規則第百四十三僚の認可

上の要件にあら ざる義と存じ候

選 て民法上の関係に付て は一腹 注: 叡を 輿へらる

ｾｉ ま 穫ｾｾＮ被存候依然念ヰ ｬ 添候也

石川県系知事照合 ( 1昭和 3 年 11 月20日護保第 793

骨幻標記に闘し民法第二百三十四伎を考慮すべき

ものな習 や否3' j : l f ';何分の御指示拘煩皮此段及照曾

候 也

問 E量築市!j 負業を創業せんとする時彼の土木主主

築 業 組合や大工業組合に人 合 して鑑札 を受けね ば

絶望すに看板を掲げられぬもの です か又二千回以上

の不動践がな ければJ古負業は 出来ませぬか向税金

の最少傾を御数示下さい〈一昨日 問合せまし た事

の嬰鮎は請負業を創業し ようとしますのに資絡と

して 不動産を 有 し組合l!l.. 大 工組合等に加入せねば

公然と出来ない様に聞いて居 P ます先 輩 の紹介を

得て名答ある究協曾正合員 l'こ力日へて頂いてゐる吾

々青年が濁立 す る場合に究協舎 の正員であ ると云

』、事が何の足 しにもな らず態々大工組合苦手に加入

した り土木建築業組合に加入したり或は其組合員

の大牛が有せざる 三千隔l以上の不動産を所有せよ

と云ふ規則に従は ねばなら ないものだらうか某含

継 の 出入請 負人に なれる策特がありながら一般の

請負業と して の詩格な〈ば舎枇の仕事が出来ない

ものか創業しようとして背しんで居ります〉

答 協 舎 は 一 定の定款があって認可を総て成立

し大工業、請負業組合t 1 知事が必要ありて制定さ

れ た規 定であ るがため協合 員 とは 別 個の問題であ

ります。只御 質問 の御主旨に高1) ふかどうかと存じ

ますが従来の大工業者に適用の取締規則l は昭和十

年十月 三十一 日限り燦止さ れ た府令 が九月六日に

第六十三僚 に依 り公 布さ れ大阪本伎の大工戦は引

綴五年以上其の業 に 専 念 し建築工事施行の経歴を

有し大工戦として の技術及人格共に佳良にして相

官吉信用あるも の は筒ー負業の交絡を認定される事に

なりました 。



第 1 園 奮 都 心 部 卒 面

ベル ギー との閥境 附近 に位 す るオラ y ダ南部 の工業 都市、アイ y ドホー べ ;/ ( E indhoyen) の披! l I i 計

百Eは 1930 年 に その確 立を 見た 。 ζ の都市 It 、 ラヂ オの 驚 くべき 普及 に より馨し き活 気 を曇せ る、 フ

イリッ プ白熱電 燈工場の乞，1: 劇 なる 玉造反 に よっ て、大なる 飛 躍 を途げたものである 。

ラヂォ器具の絶えざる 需要 に よ り、 との工場 の ラヂオ部 は年々減張され 、迭 に数 千 人 の 機 工 を収容 す

る家占置の建設が必要と なる に2えんたー。 アイ y ド¥ホ ーベ y の人口も、 1920 年 には僅 に 45，0:l 0 であ っ た

ものが 1935 年 1 月には約 l∞，∞o 1こ昇。 、 1920 年 には 儲 に 8，∞0 であ っ た戸薮 が、 1935 年 には

20，α P に省力日した。而 して、新 〈人口膨脹せる に拘 はら ず 、 人 々 は 、 一般 に最も股ぃ商絞を要す る

と考へられる淘立貸住宅 l亡位 って ゐる 。

15 年以前 には 、と の都 市は 6 町 村 よP なっ てゐ たが 、 1920 年 には 、 その 中の最小 ( 75 ヘ ク F ーノレ 〉

ではあるが最古 の アイン ド ホ _ ......::/'を 中心、とす る地図 に合併 され てし まっ た。最初 は、 中心 を取 り谷

〈分自住地匿を 結べば蜘妹築形街路系統は 交 iili 上 不通 話と考へ られ て ゐた が、現 在では とれと 反挙j に都

市の各部分 が回閣 に接 し得 られ 、充分に 現 代 都 市計 主主技術 を登揮 し得 られる 配置であると して 、 とれ

を感謝せ られる に至 った。 例 へ ば、者11心 近 くま で緑 地 が充分侵入 してゐる貼等は 、都市計主主上所調理

惣 都市 と云はれてゐ る型式に類 似 して ゐる 。 そ して この貼 が ζ の都 市 の最 も素晴ら しい特徴で ある

主要償援 概 要計笠 ｬ ま 、 先 づ 次 の ｾ ｮ lき要求を 満 た して ゐる 。

A.  道路及び7J d各 に関 して

1  市内幹線道路

4  公園道路

B. 地 域に 到 しては

2. 地 方 主 要 道 路

5. 運 河

3. 住居地街路

6. 鍛 主主

1. 住 宅 施 設 2， 商業及び工業施設 3. 競技 ・運 動 ・休 養 施 設

4. 飛 行 場 5. 墓 地

勿論 、斯 か る計登 の細 部は . j折か る椛計3D: を基礎と して、 一般 に その 都市自身 に濁 特な る都市計登的

形 態 を事長 らしむべ く努力 しなければならぬ。即ち 、新 か る局部的計 主主に於 ては、関係 地 区 の分書IJ に謝

して も、夫 自身 l芦j 到精 密 な る研究 が 特に必 要であ る。例へ ば、住宅地街路の位置 ・外形 JJd .王建 築 的 手

法の 如 きも 、沿道建築物の外観 . gg地 及び 高 度、或1立叉 公 共 建築 物 ・寺 院 ・事校 等の位 泣 を傑 〈 考 慮

し て 特種 の 設計を樹立 し な け れば ならぬ 。 概 要計盆 に 於 て は勿論 、 局部的計登 に 於 て も 、 昔 ｾＮ の基 礎

自ザ趣旨を愛更すると とな く、新たなる要求 に賂 じ得る やう 、可成合理的 l亡多分 の線 通 を持た しめ てお

かねば な らぬ。 一般 競 援 計 鐙 ・地域i f ;iJ . &t f 局部 的 計 貨 を根本的 ，.こ支配する基礎的趣旨 を列 記すれ ば次

の如 し。

交 遁 網 幹線交通路は 、 簡単 ・明硲でなければ なら ぬ。斯く して、始 めて 記憶 に使 ‘ 明僚なる土地

内分離を行」、 こ とが由来 る。

{ オランタ〉 アイン下* - ベン工業都市計書 75 x  



建 築 物 泣 路 系 統 と 共 に、建 築 物 に関する問題 1::: 慎重な考胞 を必要とする。獅立貸住宅 は習慣上特徴

ある型式 と して 維持され て来た。

工 業 工業績張の可能 性 l工、都 市 計j1J l : 特に考慮すべき主要保項である 。 アイ ン ドホ ーベ y の如

き沼市 に 於 ては 特 に そ ｄ 感が 深い 。 鍛主主 しつ ｌ ある フイ リッ プ 工場敷地 の 可能性 は頗 る 重要 なる ｬＡｬｴｾで

ある 。

都 市 緑 地 既 述 の如 し 現 在集 聞の蜘妹巣形街路系統 l土、各 方 而に紋樹平野の佼入を 言午し易 い o ｾ折かる

型 式、並 に放射紋街路聞の級闘保存ー に よる附随的年IJ 主主の維持に多大の努力が梯 はれ来っ たo その面積

及 び 形態 に多少の置き化はあるが 、各 都の値 込は、 アイ ンドホ ーベ Y を して紋闘上最も著名な都市 の

とした調和 ある絵地系統 を出現する に奥 って 力がある 。

墓 地 数 多 〈 の 墓 地計並も亦 、 都市 青 ｼ 鑑上主要 な る依 ｊ ｊｩである。ょく見る ｾ ｮ < 小規 模に流れるこ と

を防ぎ、設備I不完令な る地! 葬地 となる こ とを避け墓地 としての 特殊なる目的を満足せ しめ得る手法 を

以 て 位芯及び分 割 を定め 、 ヰ ｾｾｻ￭ｩ 大規模となす必要がある。

飛 行場 近 代 航 空交通 の素 晴 しき滋炭普 及 に主主せ しめん がため 、一都市に少〈ともー飛行場 の設置は

必然的である 。 との飛行場 の面積 は 凡そ 6∞ 米 x 900 米 で、設備. lH子、 その位置 も ヨー ロツパ各 都

市中模範的の ものであ る。 ( 'f own Pl anning Revi ew 誌よ り 吉岡信武〉

第 2 圏 アインドホ ーペ シ地 方計 壷 苧面

x  7 6  ( オランダ) アインドホーベン工蟻都市計書



第 3 園

+  

( オランタ〉 アインドホーベン工業都市計書 7 7  x  
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第 7 園 フイ 1) 、ソプのラヂオ工場

第 8 園 都市近交官に於ける 民家 第 9 園 職 工 住 宅

第 10 画 工 場 附 層 工 業母校 第 11 111 工場附属銀事業舘

( オランタ) . 7 1 ンドホーベン工業都市計書 7 9  x  



第 3 圏 機 壷械 警 館

第 1 園 テ11 . . ・アビープ東部共進曾

一般建築迎賓模型

ｾＴ 園 主レストーラン

第 2 園テル・アビーす

パピリオン ( 1)

第 5 園 テル・アビープ ・パビ リオン

x  8 0  ( パレスチナ) テル・ 7 ビープ共準曾の建物



外 観

スイス の歩兵隊勝校によって 、 つ〈 られたも ので

牧 容 人 員 200 人、話皇室は 2 段の 喜美棚式 に なって ゐ

る。 附 帯 設 備 と しては中央波房 、電気スト ープ 、

二 つの大きな給湯ボイラ一等あり。

2 階 卒 菌 薗

1 階 卒 面 圃

4 階 卒 面 圃

3  ｾ皆平面圏

l 階 ロジヤ 、スキー 及 縫 置 場

シヤ V ー、 パス 、更衣及乾斡燥室、洗清里重量

J:lt 房R 縦 室 、地 F 物 泣

2 階 将官食堂 、兵卒食堂

3 階 兵 卒接室、洗面室 ( 2) マネー ジャ ー住居

4 階 務官J J t . . 兵卒銭家

( Moderne B oufor men 誌 より 本多] f 溢〉

1  

(ス 4 ス〉陸軍スキー巾屋 建鑓. . :Max Kel l er 8'  x  



外 観

身がする 事 に な っ て ゐ る。

アメリカ の 一 知 人 に よ っ て

つ 〈 ら れ た も の で 、閣 際 的

の 閲 也 で あ れ ば 之 を 利 用 す

る ｡ ｾ が出 来る。 枚 容人 員 Ｕ

0 - 7 0 入 、家事は少女傍白

1 階は大浴案、洗面室、洗

湘室、t妥房汽骨量室、地下物

泣 等、2 階は居間 、厨房、

凶奪第 、iii' f害集 、:;: J i 若者集等、

2 階 卒 面 園

誌よ り 本多 E 滋〉

m

i

l

d
「，

1

・
司
，
，

.

0

4

司

3  r皆は寝 室 となってゐる 。

Ci ¥' loderne Bauf ormen  

ー__.

1 階 平 面 圃

x  8 2  
( スイス) ガール・スカウトのホーム

建 築 家 Von Si nner &  Beyel er  



I，OOOmの高 地 にあって 165 の 終 盤

を有 L 、原外 プ ール の設備 がある 。

( Moderne  Bal l f or men  

誌 より 本 多i E滋〉

上 陽 平 面 圃

階 卒 面 置

( ハンガリ- ) マトラ山のスポーツホテル

外 翻

建築家 L， Csonka :L， 1rI i skolczy 8 3  x  



x  8 4  

外 観

中流階級 の アパートで、 l 階 3 戸、

2 ， 3 階各 5 戸合計 13 戸 、建 築費

9，777  :f- :.- ド。

( The Archi t etllral R evi ew  

言f，よ P 本多正泣コ

2 ・3 階平面圏

② 

• .‘ 

下 階 平 面 圃

Ci ギリス) 冨ールダース・グりーンのアパート

建築家 A. V. Pi l i chowski  
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1. ホー ル 2 食 料品安

3. 護 所 4 女中室袋西E勝 家

5. 食 堂 6. 居 間

7. 研究 室 8. ボ イ ラ- 1i:

9. 客 間 10 乳 母 索

11 小供綴1 i : 12. t! 、供実

13. 主 人 案 14. 衣 裳 室

15. 女 中 室

( The A， chi t ect ural  R evi ew 

叫ぶj

誌 よ り 本 多 正 道〉

2 階 平 面 圏

。 尽。 o 10 ' ヌ) ｾ＠

ｈ 怠 ＢＭ ＢＧＭＧ ヨ 」 ヨ ｵＮＮＮ ー一一 一ー ーー ー ー ム ー一 一ー ーーｾー ＮＮｬＭＮ 一 一ー ー ｾ

1 猪 平 面 圃

( イギリス〉 ジヨルダンの住宅 麹鏡a : C. R .  Cr i ckmay 8 5  ) <  



住 宅 外 翻

2

4

・
1

-

2
一

升

矩 形 圃

x  8 6  でアメリカ) 木造組立住宅わ 1;倒

L l V I NG  I¥O O M  

12' ・4・x 2. 0 ' -8"

』

L¥1  
t て寸|

仁二ゴ|

ト- -i l  

8 E D R O O M  I  1 11寸|

8・-2"" 12' -4" I  ｉｾ ｉ＠

|  一一 」

] 一 一 一

8 E D R O O M 

8・-2・x 12' - 4・・

し 一 一 一 一 一 一

卒 面 画

アメりカ の 林 業研 究 所 が、 ウ イス コ y シ y 大型昼の

協 力 の 下にウイス コ y シンの マデイ ; l y に建てた

木 造 組 立住 宅 の 1 例 で あ る 。極度 に べ = ヤ板 を使

用 し、 床 、壁 、 屋 根 等に 至 る ま で べ = ャ 板 を一 定

の 大 き さ に 組 立 て た も の を 巧 に接 ぎ 合 せ て 行 〈 に

過 ぎな い。 尾根 は や は りベ = ヤ 板 を接 ぎ 合 せ た 陸

屋 根 の 上にノレ ー 7 イ Y グを敷〈 。軍事長は皮質の同

的で作られたイ主宅の貨物であるが 、7 人 で 2 1 時

間 に完 成 した もの で あ る 。 筒 式 の 乾 式 構 造の l 例

k して興 味がある 。

( A l' chit ectl1ral Record 誌、よ り 新名種夫〉



卒 面 圃

=ー10. "- ' 1.

断 面 園

L  

? ゴ

外 翻

ロパートソ ン銅 .ワ床J f l のス タ Y グー トを横 材は 勿

論 、墜にまで使用 した住宅である。壁材は 断面 聞

に見られる虫f I ( 滞のあ る基礎 の上に建 てら れ. 壁

材 を 建 て た 後 防 水 セ メ y トを以 て固定せられ る。

壁 の 外 商 仕 上 も 銅 銭 板 を 電 気 熔 接 し て 使 用 し て 居

る。屋 根及 床の スラプに 2 nj ! Bの コ '/ ? リート を

用ひたほか殆んど銅銭のみと言ってい L 。

タト壁の日光が直射する部分には外部鋼板の下部に

少さい空叙] 反入 口を設け 、 日光に て 壁が滋まる と

壁 慢 の 内 部 に 封 流 が 起 り、 案 内 に張 れ た 防 熱板 に

熱が出来るだけ俸はらぬ様に工 夫 せ られ て居る。

剣倣の市 場型を 巧 に剰 用 す るノイ ト? の行方を 極

度 に押 し進 め た 彼の最近の作品の l つ で あ る。

(  Arcbitect ura. l  Record 誌 よ り 新名種夫〉

( アメリカ ) 鋼 織 の 佳 宅 建策家 Ri chard J. Neut ra  ' 87  x  



放 i会 室

放 逸 室 遜 視 圃

X"8 e  ( イギリス) マンセスターの放議所 建策家 Raymond Mc  Grath 



遺骨j 委 員 曾 ( 第 5 回〉

時 9 月 4 日午後 7 時 - 9 時

五rr 建築{ 且築部別 ?i':

出席者 委 員 長 湾 問

幹 事 坪 井

委 員 山口 本 国 板 井

舎

1 午後 7 時津問委員長鹿長となり開合

l 合 長 よ り 照 合 に 係 る建築 年鑑 続 料 委員 2 名選出

の件 は 協 議 の結 果 下 記 2 氏 を推 薦 依 頼 す

幹 事 ヨミ置豊 次郎 氏

同 :ltp井 誠 一 氏

1 建築 法 規 K rMJ ずる質疑 問題 に 付 研 究 を進めたり

時

Jfr 

材 料 委 員 曾 ( 第 12回〉

9 月 4 日午後 6 時30分 - 8 時

建 築 材 料陳列 場 別 室

山 席 者 委 員 長 高 橋

幹 事 浦 松 久 保

委 員 作 開 高 岡 高 松 道 岡

l 午 後 6 時30分高 僑委 員 長座 長 と な りsil 含

l 毎月定例日 を第 l 第 3 木曜日 に愛 更 す

1 建 築 年鐙編 輯 委 員 と して賞委員合 より 下記 2 氏

を選 定 す

委 員 長 高 橋 祭 治 氏

幹 事 松 久 保敬 三 氏

1 昨年 の風水併に到す る克 の研 究 を高 松 委 員 に ー

任する こと

1 次 回 定 例 日 に 日 本 建 材 工 業 所工 場 を見撃すると

と

l 定例日 後 更並工場見学 日 程 を 各 委 員 に 通 知 を滋

する ζ と

l 次 回 よ P セ メ ン ト 防7 M剰に付て研究を主主むると

と

臨 時 飽 曾

l 昭 和 10年 9 月 5 日大阪市北直中之島 3 ノ 3 朝 日

ピル デイ y グに 於 て 臨 時 総 合 を側〈

1 合 員 出 席 者 下 記24名

池田 賀 伊 藤 和夫

浦 英 之 助 阿 部 器 開IJ

大村 春方 片 岡 安

報

力n1正i 安 彦 亀 井 幸 次 郎

北 垣 熊 之介 鳥 図 良 馨

新 名 額 夫 清 水 策 二

菅 陵 二 佐 谷 ままー秋

鈴 木 孫 市 田中 禰 一

中海誠一郎 内 藤 亮 一

中 井 新 一 郎 卒 野 忠 雄

1c 吉勇太郎 山 田 誠

山口 久 五 郎 吉田 信 主主

l 午 後 6 時 10分開舎合長理事片岡安議長と な り去

る 9 月 3 日臨時総合 を招 集 したるも 出席者定数

80名に i雨たざり し筑 総 合 は成 立せ ず 依 って本日

再度の招集をな し臨 時 総合 を開 〈 次 第 な り 只 今

出席者24名なるも定款第24依但警にーより 定数 に

依 らず 総 合 は 成 立 した るものにして之より直 ち

に議事に入 る 旨 を告げ命本日 の議案は王監て通知

したる 如 〈下 記 の 件 に付議 したし とて議案 に付

大 佐の説 明 を な す

議 案 第 1 貌 定款 一部 改 正 に 関 す る 件

改 正 原 案

第 11後 第 l 項 中 1 18闘 」 とあるを 112闘 J に

改 む

同僚 第 2 ! 真中 1 9 闘 j とあ る を r 8 闘 J K 改

む

第 12後 第 2 !i'j中 1 8 闘 J とある を 1 6 闘」 に

改 む

但し本改正は 昭 和 11 年 度 よ り 之 を 貨縮 す

此 の改正理由 は主記より 説 明 あるととを告〈・

1*で中津主記より改正理由下の iID 1) 説 明あり

本 舎の事 業 を 帰 来 益 々進展せ しむる 震 に は 現 在

合 員 に加 ふる に/tli< 新 進 気鋭 の 人 士 を網羅する

の要あり 之 が 潟 舎 費 を値下げ L 新 進 の 入 舎 を 容

易なら しめんとす殊に本件に付ては昭和 8 年 8

月の評議員舎に於て充分なる審議を絞たるも貨

現 に 歪 ら ず此問多重量合員 の聾 も あ り 本 案 を提 議

する所以 なり

1 是に於て議長よ り質 問其 他意見の強表を問ひた

るもなし

次 で 池 田 氏 後言機 を得て

自分は本案の本文に付ては賛成なるも 但 養中

「昭 和 11年度よ り」 とあるを「認可の翌月よ
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リ」に 修 正 したし右緊急、動議とし て提 議 す る ! 1 上記決定案 乞今一皮各委員に聞耳li L 然 る土 台 長

ものな リとて修正理由に付累々設 I珂あり i  に寺町! ? すること

1 次 に司'i 皐主詑より原案の「 昭 和 ; 1年度よ りJ と l  午 後 9 時 i政令

し た る 苅 ｾ rl l に付説明後亀井氏よ り似家賃成設あ

り

l 議 長 よ り右修 正 案 ゎ賛否 に付採決 したなるに主主 時

災 害謝査委員 書 ( 第 18図〉

9  JJ 11 日午後 7 時 - 9 時

成 者 な し従 ってi也回氏の修1 E 案は自然治、i威とな ! Ffr
建築1 H割増 ]¥115)IJ隻

る

1 議 長よ り訟 合 省 略 し;本案賛否の採決 をA す 旨 を

告 げ事li 決 の結 果災 談者 なく i荷揚一致原 案 を可 決

す

l 右にて車窓合終了 の旨 を議長より 告 げ間合す時に

午 後 7 時

l 術本談事録の代表署名者に付議長よ り之 を お り

下記 2 氏 を指名 す

伊 藤 和 夫 氏 亀井幸次郎氏

災害調査委員曾 ( 第17回〉

時 9 月 6 日午後 6 時30分 - 8 時30分

所 建 築 倶 楽 部

出席 者 委 員長 波 江

幹 事 黒岡

委 員 王ｾ ｾ 泣中 ぬ 谷 本 多 三浦

矢 田

1 午後 6 時 30分波江委員長座長とな P 開舎

1 建 築 年鑑 編 輯委 員 2 氏 を営委員曾 よ り選 出する

につ き協 議 の 結 果下 記の泊決定

委 員長 波 江悌夫 氏

幹 事 黒 岡 茂氏

l 次 で 関 西 風水 書記録 作 成 に付協議し原稿未提出

委員に 歪台、提出ある様督促する ζ と

木 材市場品規格調査蚕員曾 ( 第 8 回〉

出席 者 号 ｾｮ 長 主主江

ｊＺｾｾ＠ Ｚｲ ｊ ｾ 烈 問

ヨ 号 只 浅 野 : r ; 泣 鳥 井 中 島 谷

本間 矢悶

ｬ 阪 大工事 ｾｾｾ主 催闘西 風 Ｗ ＮｋＧ［ｴ［記念、展覧 合 ＱｊＺｩ品物 に

付 協 議の幸fi 果

(1) 先 づ工 事 % に 針 し該皮質合 出品依引先 をW(

合 するとと

( 2) 先 方 の希望によ り今日 迄刻査: i i a! ーしたる m:

ｩｂ ￭ を 臥 ｾＡｩ ｬｪ する ζ と

( 3)  i上l 品約? 片言書只 を下記 のjffi 決定

滋 江主島民長 mrI I幹 部 rl' ぬ委n 浅野委

貝 矢問委只

l 災努翻査委員舎 を 9 月21日夜 開令するとと

l 大阪府知事宛単行 本 を要 求する ζ と

李主化 委 員曾 ( 第 7回〉

l時 9 月 12日午後 6 時 10分 - 8 1時

Ffr ｾｾｾ 倶 集部

出席者 幹 事 篠原

委 員 伊 東 高 木 永 世 事 中 野 射 口

l  篠 原 幹 事 よ り建築に闘する 7 イルム目録作成の

f誌に各 胸骨ミ方市に 照合の結果 を下記の jffi 報告 あ

り

本日 迄に集まれるもの 6 ケ所47穏釘1術 本 月末 位

時 9 月10日午 後 6 時20分- 9 時 ・ 迄には 相 官 ｜ＧＡＮｬ ｾま るも のと ｩ ￭ￆ，む

所 建築 材料開t列 揚 別 祭 ， 1  1x業 教育振興委只合より照合の 1'( 業 教育 銀 興に

出席 者 幹 事 池 田 松 久 保 。 閲する窓見 を常委員合 にて 研究意見 DiJ隙に封 し

主委 員 大阪材 木間同業組合 Ｈ Ｑ Ｉ 文 部 作 よ 習 ｾ｜ ｈｬｦ ｊ ｾｩ＠ 1  !i1A  r. 闘し文部作 よ り考

，ｾ、津 島国後 川 阪 井谷 ｾ＠ ｛ｾ ｾＧｦ ｲ［［Ｚ むる事 項 全 文 を ｉｊｾｾ 匁 して 至 急Ｎ各ｾ員

丹藤 吉本 K 西日る こと

l 午 後 6 時 30分 池田 幹事座長と な り閃合 ( 2) 右に品目し各委 員 の意見 を取纏め令長に答 申

l 前 位l迄に拍子議 決定した る規栴案 に 釣 し各委員の j す る とと

最 後 的 意 見 を照合したる蕗各委只より意見の 1: 11 ， 1 建築年鑑飼料委 員は下 記 2 委 員 を選 出 合 長 に 報

ll:l あ り〈省、時〉 再度全般に 豆り慎重再検討 の上 告 ナ る こ と

多 少の修1 E を刈lへ て決 定 :  委員長前， '-j士悶 1' [氏
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委 員 永告書毅一 氏

住宅望号員曾 ( 第 9 回〉

時 9  }-J 12 日午 後 6 時3) 分 - 9 時

所 主主築 {見当理部月IJ 主

出席者 幹 事 小 I11 ( 安〉 小 J II ( 阪〉

奈 良 赤松 | 河 本 小 林 探 本 初山

ｾ Ｓ 準年の時 に 於 て は 校ｊＡ ｉ ｊｉ てよ り 特待生の f!f 巡 を

受 け爾来{ 挺勾ーの成81にて卒業す、大 正 4 olo 4 月 上

り向 6{，1ム 3 月迄 央海 軍建 築 課勤 務、同 6 "10  4 月 よ

り9 年 6 月ま で吉見紡績 株式合 枇替繕課勤 務、 同

9  "10 7 月 よ り14年 8 月 まで大阪 内海 組1fj}H春、 同 14

4ド9 月 より lI il f日7 !.Io 6 月まで大阪藤木工務庖勤務

昭和 4 ｱｾ＠ 11 月 11 日本協合合 員と して入命 、II H干日 7

本 野 ι 年 3 月土 木 ili 築請負業開始、大阪土木 主II ‘ 築業組合

l 午後 6 時3) 分ノト川 ( 安〉幹事I' I( 長と な り間合 。加入 、右前i-(' l IJ i J 業以来阪急;夙 川井上路治氏郎新築

] 本 月は前副委員合の協議に基ー き火井にイナて fJf f究 工 事lJZ ｉｉＦＺ 念 ｈ｝ｾ ￚＯ ｉ 山 市民 ｦｦｩｬ 新築工事 ｊｾ 他 Ｒ Ｐ ｾ ヶ ｉｦｲ ノ〉

をすi守め続 検々討を力II__; 、 。工事を完了 し終 始- 1: . t良市 目を以て 従 事 し多 大 の

1  9 月26 日 〔第 4 木曜日 ) I亡臨 時委 員合を聞 きヲ 1 伝 Jlj をな しつ L あった 、up，和 9 年 10月蛇 の 目合を

t安当天井 につい て研 究 を主主め成案 を] 反線 める こ ; 組織 し合長に 1首選今日に至 る享 年40歳

と

ｬ 池袋年鑑紛糾委員と し て Ｎ ｾｗ 委員合 ム リ ｆ ｩｩ ｇ 2 委

貝 を選 出合長 1_ ?f;U告す るとと

塁手貝 お 野 JI上一 郎氏

主耳員長 場 山 新 平 氏

l  午 後 9 時 i投合 す

曾員 加 藤 一 俊 氏

曾 員 動 静

入 曾 者

曾 員

入 山 ｾ次 良君西 宮市 川東町 ＸＸ ( 合 名曾iii:l:竹中工

毒 事 ｾ Ｇ ｄ

地 方 舎 員

点包 俊 子! 小 倉Tfi fi : 同了 1 / 42自!;'7)<*且 出政l万l付

( 合流合員上清水組1¥11多支J . ' i )

令 子 二 郎 君 師岡市上赤阪 下後 図 702 ( 合資合

瓦E清水組憾多支底〕

山中 正 知君 松山市朝美町 18 ( 大阪 波道1日高絵

出張所保 線 掛〉

森 茂 樹 君 和歌山市小松原 泊5丁 目中 ノ丁( 内

海 紡絞 株式合 紅建 築mo

特 別賛助員

背 木 tx. 一 君 普 沼 賛 比11貝よ P袋 持

普 遁 賛 助 員

岳 幸子君 脳間市鳥飼町 3 ノ 191 ( 合従合枇

nlj 7J三組〉

軍司里子 1f t 作者 大卒岡市室阪町 l ノ31 ( 合資合iit上

清水草Ul )

退 曾 者

合員加藤一俊氏 l昭和 10年 8 月25 日病 を以 て逝 : 曾 員

かる 廷 に哀悼に堪へず誌 にP. ll 符 と略歴を 掲 げ j 棋回 文 維君 須 川府 太郎 君

諮 み て弔意 を表 す : 普 通 貨助員

1111勝 一俊氏は明治45年 4 月熊本勝: 1x工業態校主lI j 問中喜 久 雄 君 長谷川良輔t宏 元 木 徳 松 君 秋 悶

築科入都大正 4 年 3 月間校卒 業、同校入校時 よ り i 行 雄 君 下淵 定一 君 問中功君A 山本 徳 三君 利

往復 6 里の 里程 を 徒歩 にて 油 製 し3 年間]無欠席努 j 久井千 吉 君

力 の結 果、 1 年終 了 の 際 は首席 を以て級第 し第 2
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鶴 居 轄 動 i 民間盆市沼東京市京総L ! ' [ 木技町2ノ4矢 島組内

曾 員 ( 棋井謙二郎 君 朝鮮成北令隼 邑大林組出磁所

橋 本 政一 君 佐 吉区北回途n J f 35 i 特別賛助員

小 林 市太 郎君 臨児島市六日町 B 鹿児 島無悲 支応 j 伊 藤 元震 西宮市外甲東闘段上

新 築揚 清水組出張 所 ( 合r . f令五1: 清 普通貨助員

7)<組博 多支応〕

佐川 伊 佐 夫 君 西 成匹千本油4 ノl

掲 回 猷次郎 君 三重県革問 日市市千歳 町 日本板硝

子株 式合 従四日 市 工場 処 設 事務所

尼崎 敬一 君長野県長大町伊藤忠 商事大PIT紡績工

場新 築場 東畑建築事務所出 張所

木野 寅 治君 岸和 国市岸波PI]" 1755 

波 話量 卒 君 住吉区 住 吉田f l 628

城塚 元 議 君 住 吉 匿 謹 天 下2 ノ5 1

池田 忠 治 君 西 区 南 郷江上 j!T! 4ノ 16

卒 川 節 三君 兵 庫l孫武見1郡本 山村岡本字中 井

140 

地 方 曾 員

砂田 敏 郎 君 1滞洲都 H々合爾 第 16n市岡司令官官

加納 長 一君 兵廊県長 川越t君巨匠d田村字森塚 口別司t

3  

四回 義 雄 君 稲岡市説家 Pl j" 21 清水組博多支賠

〈合資合最土消7)<組)

7)< 口庄 太郎沼 京成 匹政見 PI j "e03

白井 俊雄君 朝M'京畿道永登 I市 邑 キ リ ン ビ ー ノレ

合量土寄宿舎内

HI l $， I E己君 刺I 戸市灘区岸地 jffi 1丁 目270 / 1

渡 溢 定型 君 北 区 東野 田町 7 ノ26阪雅 )it

馬上 主主君大正直鶴町 4 ノ 161

藤1t l!I Jー沼 談話5市錦 見 区品目j 回祭nJ T824

熊野 茂 君 府下守 口nlT土居 147

須 ' tH豊治郎君. 西宮市森具新 倒273

綾 子 秀 男君 !何 F 高徽町上回 1¥1190 6

波逃 武 男官 制I 戸Tnl t 合 l語圏 香 j!T! 1 ノ27

小山 岡宗吾習 的: 下吹 田町前 !Il i.2799

浦聖子紋次 郎君 )l f 隠安土町 2 丁 目大 日本紡獄株 式

合証1: 内

主主藤 司君 岐阜市 本庄ilVj. 畑幸rr輿人絹株式合従 佐 藤 佐 七君! 府 FI!k a  Plf 1084池村建築事務所内

岐阜紛紋工場監督事務所

割

以出
組

問

問

林

張

大

山

内

組

曲

情

林

時

間

大

繊

町

製

原

幡

洲

八

官

岡

市

脱

俗

怠

八

所

三

君

君

議

登

松

歌

山

下

井

城

改 姓

普 遜 . 助 員 服 部 正 己 君 〈醤勉和久〉

本 務 執 筆 者 紹 介
( 五十音順〉

木 津 方て
武 者小路流家元 茶 黛 建築 家

ｾｴ＠ 尾 予毎 道
茶室 研究家

搾 島 英 太 民E

京宗 都干育園大賓泉築建築製科卒、 文 部省

手土局図 建 物 調査室勤主主

f左 古 鹿 一
希 有 文庫 主、前 大阪商科大泉 講師 、: ，l} i 業史家

一

藤 原 義
京都帝園大祭 建築 母性科卒 、京 大建築修科講師

τE』3  国 五 十 八
東京美術拳校卒 、吉田建築事務所主
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て、茶室佳築 をi架〈劫1¥1) 下げて行〈ことは !

こうし＿こ説全元￯ｅし 、 震 の 日本 名 ｾｩｪ ｝ｩ ｬｬ を ｊ Ｚ ｱ ｾｦｬ 伴 ｩ

す る 上に 役 立 つ こと大 な るも のがゐら う 。 ｾ

. 桝本鮎 l川り

以上のk如n巾き意味に於 て も大に意義める こ と ?

〉信 す ， る。ｾ

.木i It宗一氏 、北地泰道氏、 藤原義一氏、 i  

部' 品英太郎氏 、古川 五十八氏 . 佐古JA5三氏 i

より { 肌も多 〈の資料を削 げ られ 、 目 ぷ {

( 8 

編 車主

ｾ＠ • ｉ 現代建築 の 精市ｾｩＨ 立 、 ｾ［，Ｇ崎 ｬｊｬ

i 室建築の精紳で ある」と。 ブJルL ノ . タウト

i の来朝と、小別法州に謝す る彼の絶読とに

i 似てって拍車 をかけら れt:慨は あ るが 、新 し

い自主? 以て、我茶室建築の 再検討が盛 に行

後 ｾｅ＠

はれ始めでから 既に相営に なる。

。.i'rr人達の手になる 、最近殊に多数の数寄

{ 屋風建築. 数寄屋J! s . 建築集の稜刊等 . 何れ

3 もこうし t: 潮流の 一つ の表はれであると 言

へやう。

4砂社寺建築や披wl i建築の徒 らなる模倣カ2 .

i 鞘もすれば . 建築に 於付 る円本精神の復興

j である如〈 誤 解さ れ勝な今 日の建築界に 於

il  建 築 と 社 禽

W; 18 斡 ;;);1 0 披

なる 質例を 以て本蹴の 内容をT充貸 し得 fここ

とは、部品i怖として感謝の 至である。

4砂来 月批の「伴車場版本年度特l附の最後と

して 12 月蹴は常設委員舎の報告批とする

4砂本年の特il 叶の跡を顧み 、予k 'ド度の祈1析 の i

方針 {e立て、 お u誌に此際合員 の修11ぷ見の l

.?yる nrr {f聞 き広いと思五、 。( 新名 ) ｾ＠

度 告 鍋 載 料 金 If  

l :1l1t  ＮＵＰ 闘 〈垂 ｲ 総 Ｒｾｖ
毎月 l 凹 l 日軍基行 定慣 12:1J1t 6.∞闘( 同 24 銭〉

昭 和 10半 9 月25日 印 刷 昭 向 10竿10月 1 日 渡 行

霊童行 ・銅斡 小 板 常y : l

印 刷 人

大 阪市北 区朝日ピル日 本 建築 協 合内

印 刷 所 大 医 用 版 所

大阪市東区内淡路町 l γ 目7守番地

査 査 行 所 E更・日 本 建 築 協 舎

大阪市北極中之島 Ｓ ノ Ｓ ｾ 羽田ピル

電話長本局 .23) 45∞ 杏( 6)

錯 替 口 座 央 阪 39975替

特 約 販tlr宵 柳 k 堂 書 庖

大 阪 市 西 l認京 町 腐 羽子板 橋 西
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